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この冊子は、競輪の補助により作成しました。
https://hojo.keirin-autorace.or.jp

広報誌「NEWS LETTER」2023年第109号をご覧いただきありがとうございました。
当財団では、薬物問題に取り組むすべての方々のお役にたてるよう、予防啓発のための各種教材の
ご提供や関連書籍の紹介、オリジナル企画や特殊、専門機関からのデータや統計資料、行政からの
お知らせ、海外情報などを網羅し、整理・分類の上ご紹介などを行っております。
また、薬物問題になかなか手が回らない開発途上国においても、私たちが支援をすることでその国
の未来を担う子供たちを薬物乱用の危険から守り、薬物乱用を許さない安全で安心できる社会の実
現を目指すことができます。このため、当財団では国連を通じた支援事業として、「国連支援募金」
活動を行っております。皆さま方のご協力をお願いします。

国連支援募金

オンラインの他にもゆうちょ
銀行の「手数料免除口座」を
ご利用ください。
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近
年
、
我
が
国
で
は
、
若
年
層
に
よ
る
大
麻
の
乱
用
が
深

刻
な
問
題
と
な
り
、
芸
能
人
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
大
麻
所
持

で
検
挙
さ
れ
る
と
い
っ
た
社
会
的
反
響
の
大
き
な
事
案
も
後

を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

覚
醒
剤
や
大
麻
等
の
乱
用
は
、
乱
用
者
自
身
の
精
神
や
身

体
を
む
し
ば
む
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
薬
理
作
用
に
よ
る
幻

覚
、
妄
想
等
か
ら
、
凶
悪
な
事
件
や
重
大
な
交
通
事
故
を
引

き
起
こ
す
な
ど
、
社
会
の
安
全
を
脅
か
し
ま
す
。
ま
た
、
薬

物
の
不
正
取
引
は
、
暴
力
団
等
犯
罪
組
織
の
資
金
源
と
な
る

こ
と
か
ら
、
治
安
の
根
幹
を
揺
る
が
す
重
要
な
問
題
で
す
。

　

薬
物
事
犯
の
検
挙
人
員
は
、
近
年
横
ば
い
が
続
く
中
、
令

和
４
年
は
１
万
２
、１
４
２
人
と
前
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

覚
醒
剤
事
犯
の
検
挙
人
員
は
６
、１
２
４
人
と
前
年
よ
り
大

幅
に
減
少
し
、
第
三
次
覚
醒
剤
乱
用
期
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た

平
成
９
年
の
１
万
９
、７
２
２
人
か
ら
中
期
的
に
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
再
犯
者
の
構
成
比
率
は
約
７
割
を

占
め
て
お
り
、
覚
醒
剤
の
依
存
性
の
強
さ
を
裏
付
け
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
員
は
、
平
成
26
年
以
降
増
加

が
続
き
、
令
和
４
年
中
は
５
、３
４
２
人
と
過
去
最
多
を
記

録
し
た
前
年
に
続
く
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
中
で
も
30
歳

未
満
の
若
年
層
の
検
挙
人
員
は
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
に
大
麻
が
ま
ん
延
し
て
お
り
、
大
麻

乱
用
期
の
渦
中
と
も
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
は
特
に
、

暴
力
団
構
成
員
等
に
よ
る
大
量
大
麻
栽
培
事
犯
の
検
挙
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
暴
力
団
の
資
金
源
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
中
の
薬
物
密
輸
入
事
犯
の
検
挙
件
数
は
２
９
４

件
で
、
前
年
か
ら
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
密
輸
入
事
犯
に

お
け
る
覚
醒
剤
の
押
収
量
に
つ
い
て
は
前
年
よ
り
減
少
し
た

も
の
の
、
電
子
た
ば
こ
用
等
の
大
麻
濃
縮
物
の
押
収
量
が
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
暴
力
団
構
成
員
等
や
外
国
人

に
よ
る
密
輸
入
事
件
や
、
航
空
機
利
用
の
密
輸
入
事
件
が
前

年
よ
り
増
加
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
行
動
制
限
の
緩
和
に
よ
り
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
有
す
る
薬
物
犯
罪
組
織
が
国
内
に
お
け
る
薬
物
取
引
を
活

発
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
推
認
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
中
、
薬
物
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
年
８
月
、
政
府
の
薬
物
乱
用
対
策
推
進
会
議
で「
第
六
次

薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
」を
策
定
し
、
関
係
省
庁
が
緊

密
に
連
携
し
て
、
①「
青
少
年
を
中
心
と
し
た
広
報
・
啓
発

を
通
じ
た
国
民
全
体
の
規
範
意
識
の
向
上
に
よ
る
薬
物
乱
用

未
然
防
止
」、
②「
薬
物
乱
用
者
に
対
す
る
適
切
な
治
療
と
効

果
的
な
社
会
復
帰
支
援
等
に
よ
る
再
乱
用
防
止
」、
③「
国
内

外
の
薬
物
密
売
組
織
の
壊
滅
、
大
麻
を
は
じ
め
と
す
る
薬
物

の
乱
用
者
に
対
す
る
取
締
り
の
徹
底
及
び
多
様
化
す
る
乱
用

薬
物
等
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
に
よ
る
薬
物
の
流
通
阻
止
」、

④「
水
際
対
策
の
徹
底
に
よ
る
薬
物
の
密
輸
入
阻
止
」、
⑤「
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
の
国
際
連
携
・
協
力
を
通
じ
た
薬
物

乱
用
防
止
」の
５
つ
の
目
標
を
薬
物
対
策
の
重
要
な
柱
と
位

置
付
け
ま
し
た
。
警
察
に
お
い
て
も
、薬
物
の「
供
給
の
遮
断
」

と「
需
要
の
根
絶
」の
両
面
か
ら
、
目
標
達
成
に
向
け
た
総
合

的
な
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

薬
物
の
供
給
を
遮
断
す
る
取
組
と
し
て
は
、
海
外
か
ら
流

入
し
て
い
る
薬
物
に
つ
い
て
、
麻
薬
取
締
部
の
ほ
か
、
税
関
、

海
上
保
安
庁
等
の
国
内
関
係
機
関
と
の
合
同
訓
練
や
連
絡
会

議
を
通
じ
て
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
外
国
の
取
締
機

関
と
は
、
相
互
に
情
報
交
換
等
を
行
う
な
ど
し
て
関
係
強
化

を
図
る
な
ど
、
水
際
で
の
薬
物
流
入
を
阻
止
す
る
た
め
の
対

策
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
捜
査
手
法

を
活
用
し
、
薬
物
の
密
輸
・
密
売
等
に
関
与
す
る
薬
物
犯
罪

組
織
の
実
態
解
明
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
組
織
の
中
枢

に
切
り
込
み
、
重
刑
の
獲
得
に
よ
る
長
期
社
会
隔
離
、
薬
物

犯
罪
に
よ
る
不
法
収
益
の
没
収
を
実
現
す
る
た
め
、
麻
薬
特

例
法
を
積
極
的
に
適
用
す
る
な
ど
、
犯
罪
組
織
の
壊
滅
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
サ
イ
バ
ー
空
間
を
利

用
し
た
薬
物
密
売
事
犯
対
策
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
の
サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者

等
か
ら
の
違
法
情
報
に
関
す
る
通
報
を
受
理
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｈ
Ｃ
）か
ら
の
通

報
等
に
よ
り
薬
物
密
売
情
報
の
収
集
を
強
化
し
ま
す
。

　

薬
物
の
需
要
を
根
絶
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
社

会
全
体
に
薬
物
を
排
除
す
る
規
範
意
識
が
堅
持
さ
れ
る
よ
う

に
、
薬
物
乱
用
者
の
検
挙
を
推
進
す
る
こ
と
に
加
え
、
薬
物

の
危
険
性
・
有
害
性
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
の
周
知
を
図
る

た
め
の
広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
広
報
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
警
察
だ
け
で
は
な

く
、
公
益
財
団
法
人
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー

を
始
め
と
す
る
民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
方
と
連

携
し
つ
つ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
効
果
的
な
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、「
供
給
の
遮
断
」

及
び「
需
要
の
根
絶
」の
両
面
か
ら
、
薬
物
乱
用
の
な
い
社
会

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

1

「薬物情勢の現状と対策について」



岐
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は
じ
め
に

　

国
連
薬
物
・
犯
罪
事
務
所（U

nited N
ations O

ffice on 
D

rugs and Crim
e

：U
N

O
D

C

）は
、
世
界
各
国
か
ら
薬
物

に
関
す
る
情
報
を
集
め
、
毎
年W

orld D
rug Report

と
し

て
公
表
し
て
い
ま
す
。W

orld D
rug Report

に
は
世
界
の

薬
物
問
題
に
関
す
る
信
頼
で
き
る
情
報
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
報
１
）に
続
き
、
今
回
は
、W

orld D
rug Report 2022

の
5
つ
のBooklet

２
）の
う
ちBooklet2

の「
世
界
に
お
け

る
薬
物
の
需
要
と
供
給
の
概
要
〝G

lobal O
verview

 of 
D

rug D
em

and and D
rug Supply

〟」か
ら
、（
そ
の
2
）と

し
て
、
Ⅲ　

薬
物
使
用
の
も
た
ら
す
健
康
被
害
、
Ⅳ　

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（CO

V
ID

-19

）パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

薬
物
使
用
に
与
え
た
影
響
、
を
掲
載
し
ま
す
。

Ⅲ　
薬
物
使
用
の
も
た
ら
す
健
康
被
害

１
．
薬
物
使
用
障
害
罹
患
率
と
薬
物
使
用
障
害
者
数

①
薬
物
使
用
障
害
の
全
体
的
な
罹
患
率
に
は
大
き
な
変
化
は

な
い
。
し
か
し
、
主
に
世
界
的
な
人
口
増
加
に
よ
り
、
薬
物

使
用
障
害
を
有
す
る
人
々
の
数
は
増
加
し
て
い
る（
図
１
）：

15
～
64
歳
の
世
界
人
口
全
体
と
し
て
み
る
と
、
薬
物
使
用
障

害
は
罹
患
率
0
・
76
％
に
相
当
し
ま
す
。
過
去
1
年
間
に
薬

物
を
使
用
し
た
世
界
全
体
の
推
定
2
億
8
、
4
0
0
万
人
に

限
っ
て
み
る
と
、
そ
の
約
13
・
6
％
が
薬
物
使
用
障
害
に
罹

患
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
人
口
の
年
間
割

合
と
し
て
表
さ
れ
る
薬
物
使
用
障
害
の
罹
患
率
は
、
過
去
15

年
間
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
一
定
で
し
た
が
、
薬
物
使
用
障
害
に

罹
患
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
実
数
は
、
2
0
1
0
年
の
約

2
、
7
0
0
万
人
か
ら
2
0
2
0
年
に
は
約
3
、
8
6
0
万

人
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
世
界
総
人
口
の
増
加
に
よ
る

も
の
で
す
。

２
．
薬
物
使
用
に
よ
る
健
康
障
害

①
世
界
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
の
薬
物
使
用
障
害
は
大
麻
と
あ

へ
ん
系
麻
薬
に
関
連
し
て
い
る（
図
２
）：
入
手
可
能
な
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
た
68
カ
国
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

内
で
最
も
多
く
の
薬
物
使
用
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と

特
定
さ
れ
た
薬
物
グ
ル
ー
プ
は
大
麻
タ
イ
プ
の
薬
物
で
す
。

こ
れ
に
あ
へ
ん
系
麻
薬
、
主
に
ヘ
ロ
イ
ン
が
僅
差
で
続
き
ま

す
。
薬
物
使
用
障
害
の
リ
ス
ク（
危
険
度
）は
、「
被
害
の
大
き

さ
×
そ
れ
が
起
き
る
確
率
」で
表
さ
れ
ま
す
。
大
麻
は
、
そ

の
使
用
の
及
ぼ
す
被
害
が
、
単
独
で
は
あ
へ
ん
系
麻
薬
の
ヘ

ロ
イ
ン
や
覚
醒
剤
に
比
べ
て
大
き
く
な
く
て
も
、
使
用
者
が

多
い
た
め
に
、
起
こ
る
確
率
が
高
く
、
そ
の
た
め
に
リ
ス
ク

が
大
き
く
な
る
の
で
す
。
覚
醒
剤（A

m
phetam

ine-type 
Stim

utants

：
Ａ
Ｔ
Ｓ
）、
特
に
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
使
用
障

害
も
、
し
ば
し
ば
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
物
使
用
障
害
と

薬
物
関
連
治
療
の
受
療
は
、
大
麻
と
あ
へ
ん
系
麻
薬
が
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
30

－

40
％
を
占
め
ま
す
。
薬
物
関
連
死
は
、
あ
へ

ん
系
麻
薬
に
よ
る
も
の
が
77
％
を
占
め
ま
す
。

②
薬
物
障
害
治
療
開
始
時
の
最
も
一
般
的
な
一
次
薬
物
に
関
し

て
は
、
明
確
な
地
域
差
が
あ
る（
図
３
）：
薬
物
障
害
治
療
開
始

時
の
最
も
一
般
的
な
一
次
薬
物
は
、
一
部
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
で

は
大
麻
が
主
要
な
薬
物
で
す
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
南
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
で
は
、
あ
へ
ん
系
麻
薬
使
用
障
害
の
治
療
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
中
南
米
お
よ
び
カ
リ
ブ
海
地
域
で
は
コ
カ

イ
ン
使
用
障
害
の
治
療
を
受
け
て
い
る
者
の
割
合
が
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、覚
醒
剤
・
Ａ
Ｔ
Ｓ
、

特
に
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
が
主
要
薬
物
で
す
。

図1

2
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３
．
薬
物
に
よ
る
直
接
及
び
関
連
死
因

①
薬
物
使
用
に
関
連
す
る
死
亡
は
増
加
し
続
け
て
い
る（
図

４
）：
薬
物
関
連
死
は
、
2
0
1
9
年
、
世
界
全
体
で

49
万
4
、
0
0
0
人
で
し
た
。
2
0
0
9
年
か
ら
2
0
1
9

年
の
間
に
薬
物
に
起
因
す
る
総
死
亡
者
数
は
全
体
と
し
て

17
・
5
％
増
加
し
ま
し
た
。

②
あ
へ
ん
系
麻
薬
は
、
致
命
的
な
過
剰
摂
取
が
主
要
な
死
因

と
な
っ
て
い
る
：
薬
物
関
連
の
死
亡
率
が
最
も
高
い
薬
物
群

は
、
あ
へ
ん
系
薬
物
で
あ
り
、
特
に
そ
の
静
脈
注
射
使
用
者

（people w
ho inject drugs

：PW
ID

）の
死
亡
率
が
高
い
の

が
特
徴
で
す
。
世
界
の
48
カ
国
の
報
告
で
は
、
77
％
の
国
が
、

直
接
薬
物
関
連
死
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
薬
物
と
し
て
あ
へ

ん
系
麻
薬
を
挙
げ
て
い
ま
す（
最
も
頻
繁
に
は
ヘ
ロ
イ
ン
／
モ

ル
ヒ
ネ
、
さ
ら
に
強
力
な
あ
へ
ん
系
薬
物
、
例
え
ば 

Fentanyl

類
は
、
よ
り
高
い
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
）。
一
方
、

11
％
の
国
が
、
薬
物
関
連
死
を
最
も
多
く
引
き
起
こ
す
薬
物

グ
ル
ー
プ
と
し
て
覚
醒
剤（
Ａ
Ｔ
Ｓ
）ま
た
は
コ
カ
イ
ン
型
薬

物
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
以
外
の
薬
物
は
、
直
接
薬
物

関
連
死
の
主
な
原
因
と
し
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

４
．
薬
物
静
脈
注
射
と
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

①
薬
物
を
注
射
に
よ
り
使
用
す
る
者（
Ｐ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
）は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

図2

図3

図4
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や
Ｃ
型
肝
炎
の
罹
患
リ
ス
ク
が
高
く
、
こ
の
傾
向
は
今
も
続

い
て
い
る（
図
５
、６
）：
Ｐ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
で
は
、
過
去
1
ヶ
月
間

で
24
％
、
過
去
1
年
間
で
は
33
％
が
、
注
射
器
の
共
有
と
い

う
危
険
な
方
法
で
薬
物
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

②
薬
物
を
注
射
に
よ
り
使
用
す
る
者
の
約
8
人
に
1
人

（
12
・
4
％
）が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
世
界

で
1
4
0
万
人
に
あ
た
る
：
Ｐ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
で
は
、
そ
う
で
は
な

い
集
団
に
比
べ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
リ
ス
ク
が
35
倍
高
く
な
り
ま

す
。

③
薬
物
を
注
射
す
る
者
の
約
半
数
が
Ｃ
型
肝
炎
に
罹
患
し
て

い
る
。
こ
れ
は
全
世
界
で
5
5
0
万
人
に
あ
た
る
。

Ⅳ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
VID

-19

）

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
薬
物
使
用
に
与
え
た
影
響

①CO
V
ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
間
、
全
体
と
し
て
大
麻
消

費
は
増
加
し
た
。
こ
れ
は
新
規
使
用
者
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
主
に
、
既
に
大
麻
使
用
を
経
験
し
て
い
る
者
の

使
用
頻
度
と
使
用
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

②CO
V
ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
間
、
青
少
年
の
薬
物
使
用

は
減
少
し
た
が
、
こ
れ
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
期
間
と
一
致
す

る
：
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
間
、
娯
楽
施
設
で
の
薬
物
使
用
が
一

時
的
に
減
少
し
ま
し
た
。
特
に
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ（
エ
ク
ス
タ
シ
ー
）

の
使
用
が
減
少
し
ま
し
た
。

③C
O
V
ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
間
、
ベ
ン
ゾ
ア
ゼ
ピ
ン
、

ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー
、
そ
の
他
の
精
神
系
医
薬
品
の
非
医
療

的
使
用
が
増
加
し
た
。

④CO
V
ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
薬
物
常
習
者
は
あ
ま

り
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
薬
物
使
用
に
起
因
す

図5

図6
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幸
い
、
我
が
国
は
前
報
に
示
し
た
よ
う
に
、
世
界
で
も
薬

物
乱
用
が
最
も
少
な
い
国
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
薬
物
関
連
の

健
康
障
害
の
罹
患
率
も
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
実
を
肯

定
的
に
と
ら
え
、
こ
の
状
況
を
さ
ら
に
良
く
し
て
行
こ
う
と

す
る
ス
タ
ン
ス
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
ス
タ
ン
ス

は
、
薬
物
使
用
に
対
す
る
一
次
予
防（
薬
物
乱
用
防
止
）を
重

視
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
少
数
で
あ
っ
て
も
薬

物
使
用
を
経
験
し
、
薬
物
関
連
の
問
題
や
健
康
障
害
で
苦
し

ん
で
い
る
人
た
ち
へ
の
ケ
ア
と
支
援（
二
次
予
防
、
三
次
予

防
）を
重
視
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
使
用
は
、
人
間
が
行
う
危
険
行
動
で
す
。
従
っ
て
、

薬
物
使
用
流
行
に
は
、
社
会
的
、
文
化
的
、
歴
史
的
背
景
が

色
濃
く
反
映
し
ま
す
。
薬
物
問
題
は
、
現
代
社
会
の
あ
り
よ

う
そ
の
も
の
を
映
す
鏡
で
も
あ
り
ま
す
。
2
0
1
9
年
末
か

ら
のCO

V
ID

-19

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
世
界
の
薬
物
問
題

に
も
様
々
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。W

orld D
rug Report 

2022

に
は
、
そ
の
影
響
の
一
部
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

CO
V

ID
-19

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
は
社
会
全
体
に
複
雑

な
形
で
及
ん
で
い
ま
す
。
次
年
度
以
降
のW

orld D
rug 

Report

に
は
そ
の
薬
物
問
題
へ
の
影
響
が
さ
ら
に
詳
し
く
報

告
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、W

orld D
rug Report 2022 Booklet3

の
大
麻

関
連
の
レ
ポ
ー
ト
の
全
訳
は
、
参
考
文
献
3
に
示
し
て
あ
り

ま
す
。

（
注
１
）U

N
O

D
C

はW
orld D

rug Report

の
非
営
利
目

的
の
要
約
・
翻
訳
を
許
し
て
い
ま
す
。
図
表
は
原
典
を
活
か

し
て
忠
実
に
筆
者
が
翻
訳
し
た
も
の
で
す
。

（
注
２
）世
界
的
に
は
、D

rug use

あ
る
い
はSubstance 

use 

と
い
う
用
語
が
、日
本
で
通
常
用
い
ら
れ
る「
薬
物
乱
用
」

を
さ
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
本
稿
で
は
、

D
rug use

を「
薬
物
使
用
」と
し
ま
し
た
が
、「
薬
物
乱
用
」と

読
み
か
え
て
も
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

る
障
害
を
持
つ
者
で
は
、
離
脱
症
状
や
再
発
の
頻
度
が
増
え

た
。
治
療
に
対
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
よ
う
な
十
分
な
医

療
・
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
対
応
で
き
な
か
っ
た
：CO

V
ID

-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
薬
物
使
用
予
防
、
薬
物
関
連
障
害
の

治
療
お
よ
び
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
崩
壊
が
起
こ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
物
使
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
閉

鎖
さ
れ
、
対
面
で
の
対
応
が
限
定
さ
れ
た
り
、
減
少
し
た
り

し
ま
し
た
。

⑤
薬
物
使
用
者
は
、
優
先
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
率
が

低
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
薬
物
使
用
者
は
医
療
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
信
頼
感
が
低
い
た
め
、
ア
ク
セ
ス
に
障
壁
が
あ
っ
た
こ

と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
：
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
の
革

新（
例
え
ば
電
話
に
よ
る
診
断
）が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
う
ま
く
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

W
orld D

rug Report 2022

に
は
、
薬
物
使
用
に
よ
る
健

康
被
害
が
深
刻
な
形
で
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
現
状
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
の
薬

物
使
用
障
害
は
大
麻
と
あ
へ
ん
系
麻
薬
に
関
連
し
て
い
る
と

い
う
事
実
を
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
で
示
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

大
麻
に
関
し
て
は
、
我
が
国
で
も
そ
の
有
害
性
を
軽
視
す
る

論
調
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
麻
グ
ル
ー
プ
の
薬
物
使
用

は
、
最
も
危
険
な
薬
物
と
い
わ
れ
て
い
る
あ
へ
ん
系
薬
物
よ

り
も
む
し
ろ
多
く
の
健
康
障
害
を
世
界
で
引
き
起
こ
し
、
薬

物
関
連
疾
患
の
治
療
が
必
要
な
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

で
す
。

　

W
orld D

rug Report 2022

の
前
書
き
に
あ
る「
薬
物
政

策
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
議
論
で
は
、
非
医
療
目
的
で
の

薬
物
使
用
が
有
害
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
根
ざ
し
た
、
こ
の

基
本
的
で
共
有
さ
れ
た
理
解
が
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
が
あ
ま

り
に
も
多
い
。」こ
の
現
実
に
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
が
必
要

5



　

今
日
、
大
麻
を
は
じ
め
と
し
て
覚
醒
剤
、
麻
薬

な
ど
の
薬
物
の
乱
用
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
薬
物
を
乱
用
す
る
と
、
自
分
の
意
思

で
は
止
め
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
く
な
り
ま
す
。

自
ら
の
体
や
心
を
む
し
ば
む
だ
け
で
な
く
、
家
族

や
周
り
の
人
々
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た

め
、
絶
対
に
使
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

令
和
４
年
の
大
麻
の
検
挙
者
数
は
、
過
去
最
多

を
更
新
し
た
令
和
３
年
に
続
く
高
い
水
準
で
す
。

と
り
わ
け
、
若
年
層
の
大
麻
乱
用
が
顕
著
で
、
大

麻
の
検
挙
者
数
の
約
七
割
を
三
十
歳
未
満
が
占
め

て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
は
、
一
部
の
外
国
で「
大
麻
が
合

法
化
し
て
い
る
か
ら
安
全
」と
い
っ
た
誤
っ
た
情

報
や
、
大
麻
の
密
売
を
持
ち
か
け
る
よ
う
な
投
稿

も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
麻
は
決
し
て
安
全
で
な
く
脳
に
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
若
年
期
か
ら
の
大
麻

使
用
が
乱
用
と
依
存
の
危
険
性
を
高
め
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
か
ら
自
分
自
身
を
守
る
た
め
に
は
、

ど
ん
な
人
か
ら
誘
わ
れ
て
も
、
立
ち
止
ま
っ
て
冷

静
に
考
え
る
こ
と
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
勇
気
を
持

つ
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
皆
様
一
人
ひ
と

り
が
、
薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」を
合
言

葉
に
、
薬
物
乱
用
防
止
の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
い

た
だ
き
、
と
も
に
薬
物
乱
用
の
無
い
社
会
を
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

令
和
五
年
六
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣　

加
藤 

勝
信

5

　

厚
生
労
働
省
、
都
道
府
県
、（
公
財
）麻
薬
・
覚

せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
国
際
連

合（
薬
物
犯
罪
事
務
所
）、
警
察
庁
な
ど
関
係
省
庁

の
協
賛
及
び
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

な
ど
の
民
間
団
体
後
援
の
も
と
に「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」普
及
運
動
及
び
そ
の
一
環
と
し
て
の

「
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
、
６
月

24
・
25
日
を
中
心
に
約
一
ヵ
月
間
、
各
都
道
府
県

ご
と
に
、
地
域
の
実
情
に
配
慮
し
た
上
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
普
及
運
動
は
、
国
内
に
お
け
る
薬
物
乱
用
防

止
活
動
に
お
い
て
官
民
一
体
と
な
り
、
国
民
一
人

一
人
の
薬
物
乱
用
問
題
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
国
連
総
会
決
議
に
基
づ
く「
6
・
26
国

際
麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー
」の
周
知
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
内
外
に
お
け
る
薬
物
乱
用
防
止
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
普
及
運
動
と
並
行
し
て
、（
公
財
）麻
薬
・

覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
で
は
、
麻
薬
乱
用

防
止
活
動
に
従
事
す
る
民
間
団
体
の
活
動
資
金
を

国
連
を
通
じ
て
支
援
す
る
た
め
の「
国
連
支
援
募

金
」運
動
を
実
施
し
、
本
年
も
全
国
か
ら
善
意
の

浄
財
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
期
間
中
に
は
、
各
種
薬
業
関
係
団
体
、

理
・
美
容
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
浴
場
、
飲
食
業
等

の
各
環
境
衛
生
同
業
組
合
等
の
ご
協
力
に
よ
り
、

店
頭
で
の
の
ぼ
り
、ポ
ス
タ
ー
掲
出
に
よ
る
啓
発
、

募
金
運
動
な
ど
を
行
な
う「
地
域
団
体
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」も
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
運
営
方
式
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
感
染
防
止
を
踏
ま
え
た
都
道
府
県
ご
と

の
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
状
況
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
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北
海
道

月
　
　
日
６
月
20
日
か
ら
７
月
19
日
ま
で

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

一
部
の
地
区
で
は
時
期
を
変
更
し
て
実
施
）

開
催
場
所
全
道
１
７
９
市
町
村
で
実
施

活
動
主
体

北
海
道
、
北
海
道
警
察
本
部
、
北
海
道
薬
物
乱
用
防

止
指
導
員
連
合
協
議
会
、
北
海
道
薬
物
乱
用
防
止
指

導
員
各
地
区
協
議
会（
21
地
区
）、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア（
ボ
ー
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
中

学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
等
）、
薬
業
関
係
団
体
、

保
護
司
会
、
青
少
年
育
成
団
体
、
関
係
行
政
機
関
等

参
加
人
員
約
５
０
０
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

北
海
道
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

薬
業
関
係
団
体
会
員
、
保
護
司
、
民
生
委
員
、
警
察
官
、
市
町

村
職
員
、
保
健
所
職
員
等
が
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
お

い
て
、
道
民
を
対
象
に
、
覚
醒
剤
や
大
麻
等
の
薬
物
の
乱
用
防

止
に
関
す
る
チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓
発
資
材

を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
薬

物
乱
用
防
止
へ
の
理
解
と
協
力
に
つ
い
て
の
呼
び
か
け
を
実
施
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

道
内
の
薬
局
、
薬
店
、
道
の
駅
、
温
泉
、
ス
ー
パ
ー
、
関
係

行
政
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、
麻
薬
・
覚
醒
剤
等
の
乱
用
防
止

に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
を
行
う
と
と

も
に
、
協
力
団
体
の
店
頭
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
国
連
支
援
募

金
箱
設
置
等
の
協
力
を
要
請
。

北海道

青
森
県

月
　
　
日
６
月
25
日
、
7
月
11
日

開
催
場
所

（
青
森
市
）青
森
市（
Ｊ
Ｒ
青
森
駅
前
）

（
弘
前
市
）さ
く
ら
野
百
貨
店
弘
前
店

（
八
戸
市
）八
戸
市
中
心
街
商
店
街　

は
ち
の
へ
ホ

コ
テ
ン
会
場

活
動
主
体

主
催　

青
森
県「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動

実
行
委
員
会

協
力
団
体（
一
社
）青
森
県
薬
剤
師
会
、（
一
社
）青

森
県
医
薬
品
登
録
販
売
者
協
会
、（
一
社
）青
森
県

医
薬
品
配
置
協
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
青
森

県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
青
森
・
弘
前
・
八
戸
地

区
協
議
会
、
青
森
市
、
八
戸
市
、
青
森
県

参
加
人
員
（
青
森
市
）45
人

（
弘
前
市
）88
人

（
八
戸
市
）67
人

活
動
状
況

６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

例
年
、
青
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
の
３
か
所
に
て
６
・
26

ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
通
行
人
等
に
対
し
啓
発

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ
等
の
配
布
を
す
る
と
と
も

に
薬
物
乱
用
防
止
の
呼
び
掛
け
を
行
い
、
併
せ
て「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」国
連
支
援
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

青森県

岩
手
県

月
　
　
日
６
月
24
日
、
25
日

開
催
場
所

①
二
戸
保
健
所（
6
月
25
日
）

　

道
の
駅
お
り
つ
め
・
産
直
オ
ド
デ
館
前（
九
戸

村
）

②
宮
古
保
健
所（
6
月
25
日
）

　

マ
リ
ン
コ
ー
プ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ（
い
わ
て
生
活
協
同

組
合
）（
宮
古
市
）

計
２
箇
所

活
動
主
体
岩
手
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、
九
戸
村
立
江
刺

家
小
学
校
・
長
興
寺
小
学
校
児
童
、二
戸
保
健
所
、

宮
古
保
健
所

参
加
人
員
①
二
戸　

38
人　

②
宮
古　

７
人　

計
45
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
２
会
場
に
て
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
等
の
協
力
の
も

と
、
一
声
運
動
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
に
よ
り
、
薬
物
乱

用
防
止
啓
発
を
行
っ
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
薬
剤
師
会
、
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
等
の
協
力
店
舗
に
お

い
て
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
薬
物
乱
用
防
止
の
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
。

岩手県
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宮
城
県

月
　
　
日
6
月
25
日
～
7
月
29
日

開
催
場
所

ゆ
り
あ
げ
港
朝
市
、
か
わ
ま
ち
テ
ラ
ス
閖
上
、

SEA
SO

N
S W

A
LK

フ
ォ
ル
テ
、
陸
上
自
衛
隊

仙
台
駐
屯
地
、
く
り
こ
ま
山
車
ま
つ
り
会
場
、、

各
地
区
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
店
舗　

計
８
か
所

活
動
主
体
宮
城
県
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、
食
品
衛
生
協

会
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
各
地
区
薬
剤
師
会
、
各
市
町
村　

等

参
加
人
員
約
２
３
０
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

各
会
場
に
お
い
て
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
り
、
啓
発
資
材（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
絆
創

膏
等
）の
配
布
、
募
金
活
動
等
を
実
施
し
た
ほ
か
、
の
ぼ
り
や
パ

ネ
ル
、
薬
物
標
本
等
を
展
示
し
、
薬
物
乱
用
防
止
へ
の
理
解
と

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
一
部
会
場
で
は
、
薬
物
乱
用
防
止
啓
発

訪
問
事
業
に
よ
る
ク
イ
ズ
パ
ネ
ル
や
的
当
て
セ
ッ
ト
を
活
用
し

て
実
施
し
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
68
の
後
援
団
体
に
対
し
て
ポ
ス
タ
ー
を
送
付
し
、
事
業

所
へ
の
掲
示
等
県
民
へ
の
啓
発
活
動
に
協
力
を
依
頼
し
た
。

宮城県

秋
田
県

月
　
　
日
６
月
20
日
～
７
月
19
日

開
催
場
所

秋
田
駅
東
西
連
絡
自
由
通
路
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど（
秋
田

市
）６
月
26
日

Ｊ
Ｒ
大
館
駅
前（
大
館
市
）６
月
27
日

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
本
荘
店（
由
利
本
荘

市
）６
月
27
日

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
横
手
南
店（
横
手
市
）

６
月
27
日

い
と
く
鷹
巣
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
北
秋
田

市
）７
月
８
日

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
鷹
巣（
北
秋
田
市
）７
月
８
日

雄
勝
文
化
会
館
オ
ー
ビ
オ
ン（「
第
37
回
湯
沢
市
ふ

れ
あ
い
広
場
」会
場
内
）（
湯
沢
市
）７
月
９
日

計
７
カ
所

北
秋
田
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　

コ
ム
コ
ム（
パ
ネ

ル
展
示
）

活
動
主
体

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動　

秋
田
県
実
行
委

員
会（
大
館
鹿
角
地
域
、
本
荘
由
利
地
域
、
鷹
巣
阿

仁
地
域
、
大
曲
仙
北
地
域
、
能
代
山
本
地
域
、
横

手
平
鹿
地
域
、
秋
田
周
辺
地
域
、
湯
沢
雄
勝
地
域
）

参
加
人
員
１
０
９
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
７
カ
所
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。
ヤ
ン
グ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
高
校
生
・
大
学
生
等
）の
協
力
を
得
て
、
駅
な

ど
の
公
共
施
設
、
商
店
街
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等

に
お
い
て
横
断
幕
、
の
ぼ
り
等
を
活
用
し
な
が
ら
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」一
声
運
動
、
厚
生
労
働
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
、
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
啓
発
資
材
の
配
布
、

国
連
支
援
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。

　

鷹
巣
阿
仁
地
域
実
行
委
員
会
が
主
体
で
ポ
ス
タ
ー
展
示
会
を

開
催
し
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
地
域
実
行
委
員
並
び
に
薬
物

乱
用
防
止
指
導
員
等
の
協
力
に
よ
り
、
薬
局
や
病
院
等
に
て
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
募
金
箱
の
設
置
、

各
団
体
の
会
合
等
で
の
呼
び
か
け（
趣
旨
の
周
知
、
募
金
へ
の
協

力
）、
新
聞
広
告
に
よ
る
周
知
を
行
っ
た
。

秋田県
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山
形
県

月
　
　
日
６
月
20
日
、
24
日
、
26
日

開
催
場
所

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

イ
オ
ン
モ
ー
ル
山
形
南
、
エ
ス
モ
ー
ル
施
設
入
口

②
駅
前
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｊ
Ｒ
山
形
駅
、
Ｊ
Ｒ
新
庄
駅
、
Ｊ
Ｒ
米
沢
駅
、
Ｊ

Ｒ
南
米
沢
駅
、
Ｊ
Ｒ
酒
田
駅

活
動
主
体
県
内
各
保
健
所

参
加
人
員
78
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

6
月
24
日
に
県
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
２
ヶ
所
に
お
い

て
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
高
校
生
等
）、
薬
物
乱
用
防
止
指

導
員
及
び
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
買
い
物
客
等
に
薬
物
乱

用
防
止
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
啓
発

資
材
の
配
布
を
行
っ
た
。

②
駅
前
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

６
月
20
、
26
日
に
山
形
県
薬
剤
師
会
等
の
関
係
団
体
の
協
力

を
得
て
、
県
内
主
要
駅
に
お
い
て
、
主
に
通
学
中
の
高
校
生
を

対
象
に
薬
物
乱
用
防
止
の
呼
び
か
け
及
び
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
配
布
を
行
っ
た

③
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

39
協
賛
団
体
に
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
募
金
箱
を
送

付
し
、
各
団
体
構
成
員
へ
の
薬
物
乱
用
防
止
の
啓
発
及
び
国
連

支
援
募
金
活
動
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

山形県

福
島
県

月
　
　
日
６
月
20
日
～
７
月
19
日

開
催
場
所

福
島
市
、
伊
達
市
、
二
本
松
市
、
郡
山
市
、
田
村

市
、
須
賀
川
市
、
石
川
町
、
白
河
市
、
棚
倉
町
、

鮫
川
村
、
会
津
若
松
市
、
喜
多
方
市
、
会
津
坂
下

町
、
南
会
津
町
、
南
相
馬
市
、
い
わ
き
市

計
16
市
町
村
21
ヶ
所

（
郡
山
市
は
８
月
８
日
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
）

活
動
主
体

県
、
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」県
普
及
運
動
実
行
委
員
会
、
各
地
区
薬
物
乱
用

防
止
指
導
員
協
議
会（
県
内
16
地
区
）、
関
係
団
体
、

ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
中
学
生
、
高
校
生
、
専
門

学
校
生
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等
）

参
加
人
員
８
０
０
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
期
間
中
に
、
県
内
16
市
町
村

21
ヶ
所
に
お
い
て
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
会
式
の
際
に
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
薬
物
乱
用
撲
滅
宣
言
を
行
っ
た
。

な
お
、各
地
区
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、

ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、Ｊ
Ｒ
駅
前
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
風
船
な
ど
を
配
布
し
な
が
ら
薬
物
乱
用
防
止

を
訴
え
る
と
と
も
に
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
り
、

国
連
支
援
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。

　

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

関
係
行
政
機
関
、
企
業
、
薬
局
等
の
協
力
を
得
て
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
行
い
、
ま
た
、
国
連
支
援
募
金

活
動
を
通
じ
て
一
般
住
民
等
へ
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
。

③
そ
の
他

　

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
福
島
大
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る

３
カ
所
の
球
場
に
横
断
幕
【
薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」】

を
掲
示
し
、
啓
発
を
図
っ
た
。

福島県

茨
城
県

月
　
　
日
６
月
20
日
～
７
月
19
日

開
催
場
所

水
戸
市
、
小
美
玉
市
、
笠
間
市
、
大
洗
町
、
ひ
た

ち
な
か
市
、
常
陸
太
田
市
、
日
立
市
、
鉾
田
市
、

土
浦
市
、
つ
く
ば
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、
常
総

市
、
筑
西
市
、
坂
東
市
、
古
河
市

計
20
ヵ
所（
①
、
③
合
計
）

活
動
主
体
茨
城
県
、
茨
城
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
、
茨

城
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会
、関
係
団
体
、

関
係
機
関
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
中
学
生
）

参
加
人
員
５
６
２
人

活
動
状
況

①
６
・
26
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
12
ヵ
所
で
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
が
中
心
と
な
り
、

中
学
生
の
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加
え
、
薬
事
関
係
団
体
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
青
少
年
育
成
協
会
、
市
町
村
、
警
察
等

の
協
力
を
得
て
、
街
頭
に
お
い
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓
発
資
材
を
配
布
し
、
薬
物
乱
用
防
止
を

呼
び
か
け
た
。
併
せ
て
、国
連
支
援
募
金
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、

各
地
区
に
お
い
て
広
報
誌
等
を
利
用
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
啓

発
活
動
を
効
果
的
に
実
施
し
た
。

9



②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
の
薬
局
等
の
薬
事
関
係
施
設
、
理
・
美
容
所
、
旅
館
等

の
生
活
衛
生
営
業
施
設
、
食
品
関
係
施
設
、
病
院
・
診
療
所
、

大
学
・
専
門
学
校
等
約
３
、０
０
０
の
店
舗
・
施
設
の
協
力
を
得

て
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
実
施
し
た
。

併
せ
て
店
頭
等
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
国
連
支
援
募
金
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

③
そ
の
他

　

夏
季
茨
城
県
高
等
学
校
野
球
大
会
会
場（
５
球
場
）に
お
い
て

横
断
幕
の
掲
示
を
行
い
、
選
手
、
来
場
者
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

視
聴
者
に
対
す
る
啓
発
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
茨
城
空
港
、
県
庁
２
階
広
報
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、

薬
物
乱
用
防
止
啓
発
パ
ネ
ル
及
び
薬
物
標
本
の
展
示
を
行
っ
た
。

大
洗
駅
、
県
庁
２
階
広
報
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
啓
発
メ
ッ
セ
ー

ジ
動
画
の
放
映
を
行
っ
た
。

茨城県

栃
木
県

月
　
　
日
6
月
10
日
～
7
月
19
日

開
催
場
所
栃
木
県
庁
舎
本
館
周
辺
、
カ
ン
セ
キ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
ち
ぎ
等

活
動
主
体
栃
木
県
、
宇
都
宮
市

活
動
状
況

①
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
栃
木
県
】（
6
月
10
日
）

・�「
県
民
の
日
」記
念
事
業
に
お
い
て
、
来
庁
者
に
薬
物
乱
用
防

止
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
啓
発
資
材
を
２
０
０
部
配
布
。

【
宇
都
宮
市
】（
6
月
24
日
）

・�

Ｊ
２
栃
木
Ｓ
Ｃ
の
試
合
会
場
に
お
い
て
、
啓
発
資
材
を

２
０
０
０
部
配
布

②
そ
の
他

【
栃
木
県
】

・�

以
下
の
取
組
を
実
施
し
、
薬
物
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
を
行
っ
た
。

✓�

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
県
公
式T

w
itter

で
の
啓
発

✓�

県
庁
内
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
違
法
薬
物
の
模
型
や
啓

発
ポ
ス
タ
ー
等
の
展
示

✓�

地
元
テ
レ
ビ
に
お
け
る
啓
発
番
組
の
放
映

✓�

プ
ロ
の
劇
団
を
活
用
し
た
中
学
生
に
対
す
る
啓
発
演
劇
を
期

間
中　

８
回
上
演

✓�

小
学
５
・
６
年
生
及
び
中
高
生
全
員
に
対
し
、
夏
季
休
業
前
に

啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
枚
１
５
０
、０
０
０
枚
を
配
布

群
馬
県

月
　
　
日
６
月
20
日
〜
７
月
27
日

開
催
場
所

前
橋
地
区（
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
、
Ｊ
Ｒ
新
前
橋
駅
、）、

高
崎
地
区（
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
西
口
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
東

口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
）、
渋
川
地
区（
Ｊ
Ｒ

渋
川
駅
）、
伊
勢
崎
地
区（
Ｊ
Ｒ
伊
勢
崎
駅
）、
安

中
地
区（
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
）、
藤
岡

地
区（
Ｊ
Ｒ
群
馬
藤
岡
駅
）、
富
岡
地
区（
上
信
電

鉄
上
州
七
日
市
駅
、
群
馬
県
立
富
岡
高
等
学
校

前
）、
吾
妻
地
区（
Ｊ
Ｒ
中
之
条
駅
）、
利
根
沼
田

地
区（
Ｊ
Ｒ
沼
田
駅
）、
太
田
地
区（
新
田
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
モ
ー
ル
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
本

田
新
田
店
）、
桐
生
地
区（
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
テ
ィ
桐

生
）、
館
林
地
区（
東
武
鉄
道
館
林
駅
、
東
部
鉄
道

東
小
泉
駅
）　

計
17
ヵ
所

活
動
主
体

群
馬
県
、
前
橋
市
、
高
崎
市
、
群
馬
県
薬
物
乱
用

対
策
推
進
本
部
、
群
馬
県「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

薬
物
乱
用
防
止
推
進
連
絡
会
議
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」各
地
区
推
進
連
絡
会
議（
12
地
区
）、
ヤ
ン
グ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
高
校
生
、
大
学
生
等
）、
関
係
団

体（
薬
剤
師
会
、
保
護
司
会
、
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
、
少
年
補
導
員
連
絡
会
、
医
薬
品
配
置

協
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
更
生
保
護
女
性
会
、

食
品
衛
生
協
会
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
等)

参
加
人
員
２
９
９
人

活
動
状
況

①
県
内
17
ヵ
所
で
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
関
係
団
体
、
警
察
関
係
職
員
、
県
職
員
、
保
健
所
及

び
保
健
福
祉
事
務
所
職
員
、
市
町
村
職
員
等
、
合
計
２
９
９
人

が
駅
前
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
高
校
等
に
お
い
て
、
薬

物
乱
用
防
止
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
大
麻
乱
用
防
止
啓
発
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓
発
資
材
を
配
布
し

な
が
ら
薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
か
け
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、薬
局
や
飲
食
店
、理
容
店
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
旅
館
等
の
協
力
を
得
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
及
び
一
声
運
動
を
実
施
し
、
併
せ
て
店
頭
に
募
金
箱
を
設
置

し
て
も
ら
い
国
連
支
援
金
募
金
活
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

③
７
月
８
日
か
ら
27
日
ま
で
の
期
間
、
第
１
０
５
回
全
国
高
等

学
校
野
球
選
手
権
群
馬
大
会
が
実
施
さ
れ
た
上
毛
新
聞
敷
島
球

場
及
び
高
崎
市
城
南
野
球
場
に「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」の
横
断
幕

を
掲
出
し
た
。

④
７
月
９
日
に
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
の
試
合
会
場
に
て
、
群
馬

県
警
察
本
部
と
合
同
で
、
来
場
者
に
対
し
薬
物
乱
用
防
止
啓
発

を
実
施
し
た
。

群馬県
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埼
玉
県

月
　
　
日
６
月
20
日
～
７
月
19
日

開
催
場
所

イ
オ
ン
モ
ー
ル
川
口
前
川
店
、
北
朝
霞
駅
、
朝
霞

台
駅
、
越
谷
市
民
球
場
、
草
加
朝
顔
市
会
場
、
大

宮
駅
、
嵐
山
夏
祭
り
会
場
、
坂
戸
駅
、
北
坂
戸
駅
、

若
葉
駅
、
所
沢
ベ
ル
ー
ナ
ド
ー
ム
、
行
田
市
教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
、
加
須
駅
、
久
喜
提
燈
祭
り
会
場
、

熊
谷
う
ち
わ
祭
会
場
、
本
庄
祇
園
ま
つ
り
会
場
、

秩
父
あ
め
薬
師
縁
日
会
場

活
動
主
体

埼
玉
県
、
埼
玉
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
連
合
協

議
会
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
埼
玉
県
実

行
委
員
会
、
埼
玉
県
警
察
本
部
、
埼
玉
県
教
育
委

員
会
、
各
市
町
村
、（
一
社
）埼
玉
県
薬
剤
師
会
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
３
３
０

－

Ｃ
地
区
、
日
本

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
埼
玉
県
連
盟
な
ど

参
加
人
員
約
２
０
０
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

駅
頭
等
に
お
い
て
、
の
ぼ
り
等
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
及
び
う
ち
わ
等
の
啓
発
資

材
を
配
布
し
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

関
係
団
体
の
店
頭
等
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
及
び
募
金
箱
設
置
を

行
い
、
国
連
支
援
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

③
そ
の
他

　

県
広
報
誌
や
市
町
村
広
報
紙
等
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
、
薬
物
乱
用
防
止
の
広
報
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
県
内
の
学

校
や
関
係
団
体
・
企
業
へ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
国
連
支

援
募
金
の
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
。

埼玉県

千
葉
県

月
　
　
日
６
月
11
日
～
７
月
29
日

開
催
場
所

い
す
み
市
、
市
川
市
、
市
原
市
、
習
志
野
市
、
東

金
市
、
鴨
川
市
、
館
山
市
、
柏
市
、
松
戸
市
、
四

街
道
市
、
千
葉
市
、
船
橋
市
、
野
田
市
、
銚
子
市
、

香
取
市
、
木
更
津
市
、
茂
原
市　

計
17
箇
所

活
動
主
体
千
葉
県
、
千
葉
県「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運

動
実
行
委
員
会
、
千
葉
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員

協
議
会

参
加
人
員
５
３
９
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
17
ヶ
所
に
お
い
て
、
各
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
地
区
協

議
会
が
中
心
と
な
り
、
警
察
署
、
市
町
村
の
関
係
機
関
や
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
等
の
関
係
団
体
及
び
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等
の
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
得
て
、う
ち
わ
、ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
啓
発
資
材
の
配
布
を
行
い
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
薬
業
会
、
理
美
容
組
合
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
組
合
等
の
協
力
を
得
て
、
関
係
施
設
に
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
及
び
国
連
支
援
募
金
箱
を
設
置
し
、
薬
物
乱
用
防
止
を

訴
え
た
。

③
広
報
啓
発
活
動

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、
新
聞
等
の
媒
体
を
通
じ

て
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
た
。

千葉県
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東
京
都

月
　
　
日
①
６
月
25
日

②
③
6
月
20
日
か
ら
7
月
19
日
ま
で
の
期
間

開
催
場
所
①「
６
・
26
国
際
麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー
」都
民
の
集

い（
池
袋
西
口
公
園
野
外
劇
場
）

②
行
政
機
関（
都
保
健
所　

他
）

活
動
主
体

①
都
民
の
集
い（
主
催
：
東
京
都
、
東
京
都
薬
物

乱
用
対
策
推
進
本
部
、
東
京
都
薬
物
乱
用
防
止
推

進
協
議
会
、
厚
生
労
働
省
、（
公
財
）麻
薬
・
覚
せ

い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー　

共
催
：
豊
島
区
、
警

視
庁
）

②
行
政
機
関

参
加
人
員
①
約
１
５
０
０
人

活
動
状
況

①
都
民
の
集
い

<

催
し
物>

（
1
）主
催
者
挨
拶（
2
）警
視
庁
音
楽
隊
の
演
奏（
3
）警
察
犬（
薬

物
捜
索
犬
）デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン（
4
）啓
発
動
画
放
映

<

企
画
展
示
等>

（
1
）薬
物
乱
用
防
止
等
企
画
展
示（
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
等
）

（
2
）啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
グ
ッ
ズ
配
布（
3
）国
連
支
援
募
金

活
動（
4
）着
ぐ
る
み（「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」君
、
ピ
ー
ポ
く
ん
）

に
よ
る
啓
発
活
動（
5
）警
視
庁
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

関
係
行
政
機
関
及
び
民
間
団
体
等
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
及
び
ポ

ス
タ
ー
の
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
協
力
団
体
の
店
頭
で
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
及
び
国
連
支
援
募
金
箱
の
設
置
等
の
協
力
要
請
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
関
係
行
政
機
関
に
お
い
て
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
ブ
ー

ス
を
設
置
し
、
来
所
者
に
対
し
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
た
。

③
そ
の
他

　

都
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
都
広
報
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
や
、
都
及

び
都
保
健
所
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
、
薬
物
乱
用

防
止
に
関
す
る
内
容
を
掲
載
し
た
。

　

ま
た
、T

w
itter

及
びY

ouT
ube

で
啓
発
動
画
を
放
映
し
、

主
に
若
年
層
に
対
し
て
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
た
。

東京都

神
奈
川
県

月
　
　
日
７
月
５
日
ほ
か

開
催
場
所
横
浜
駅
等

活
動
主
体

県
薬
剤
師
会
、
神
奈
川
県
、
薬
物
ク
リ
ー
ン
か
な

が
わ
推
進
会
議（
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会
、

麻
薬
等
薬
物
相
談
員
会
、
保
護
司
会
連
合
会
、
横

浜
税
関
、
県
内
関
係
機
関
等
１
８
２
団
体
）、
市

町
村
、
教
育
委
員
会
、
県
警
察
本
部
等

参
加
人
員
約
２
２
０
０
名（
横
浜
駅
）

活
動
状
況

　

薬
物
ク
リ
ー
ン
か
な
が
わ
推
進
会
議
が
中
心
と
な
り
、「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
の
実
施
期
間
中
に
県
内
各
地
に
お
い
て
、

各
関
係
機
関
・
団
体
及
び
市
町
村
に
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
募
金

箱
の
設
置
等
を
依
頼
し
、
薬
物
乱
用
防
止
の
働
き
か
け
を
行
っ

た
。

　

特
に
、
７
月
５
日
に
横
浜
駅
に
お
い
て
、
関
係
団
体
等
の
協

力
を
得
て「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
。
着
ぐ
る
み「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」君
も
駆
け
つ
け
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
啓
発
資
材
の
配
布
に
よ
る
薬
物
乱
用
防
止

の
呼
び
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
横
断
幕
や
ポ
ス
タ
ー
を
活
用

し
、
普
及
啓
発
を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
、
県
内
大
学
に
お
い
て
学
生
向
け
の
情
報
提
供
を
目

的
に
開
設
し
て
い
る
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
県
内
の
大
学
生
に
向

け
て
薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
掛
け
た
。

神奈川県

新
潟
県

月
　
　
日
６
月
24
日
ほ
か

開
催
場
所
村
上
市
、
新
発
田
市
、
三
条
市
、
長
岡
市
、
魚
沼

市
、
南
魚
沼
市
、
十
日
町
市
、
柏
崎
市
、
上
越
市
、

糸
魚
川
市
、
佐
渡
市
、
新
潟
市　

12
市
12
ヵ
所

活
動
主
体

新
潟
県
、
新
潟
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部（
新

潟
県
教
育
委
員
会
、
新
潟
県
警
察
本
部
、
新
潟
地

方
検
察
庁
、
新
潟
海
上
保
安
部
、
新
潟
保
護
観
察

所
、
新
潟
税
関
支
署
、
新
潟
労
働
局
、
新
潟
少
年

鑑
別
所
、東
京
出
入
国
在
留
管
理
局
新
潟
出
張
所
、

（
一
社
）新
潟
県
医
師
会
、
新
潟
県
精
神
科
病
院
協

会
、（
公
社
）新
潟
県
薬
剤
師
会
、
新
潟
県
市
長
会
、

新
潟
県
町
村
会
）、
新
潟
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導

員
、（
一
社
）新
潟
県
歯
科
医
師
会
、
新
潟
県
青
少

年
健
全
育
成
県
民
会
議
、（
社
福
）新
潟
県
社
会
福

祉
協
議
会
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
新
潟
連
盟
、

（
一
社
）ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
新
潟
連
盟
、
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
第
２
５
６
０
地
区
ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
３

－

Ａ
地
区
、

（
公
社
）新
潟
県
防
犯
協
会
、（
公
社
）新
潟
県
食
品

衛
生
協
会
、（
公
財
）新
潟
県
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー
、（
一
社
）新
潟
県
医
薬
品
登
録
販
売
者

協
会
、
新
潟
県
医
薬
品
配
置
協
議
会
、
日
本
医
薬

品
卸
勤
務
薬
剤
師
会
新
潟
県
支
部
、
新
潟
県
高
等

学
校
野
球
連
盟
、
新
潟
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会

12



参
加
人
員
約
２
０
０
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
12
会
場
に
お
い
て
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
等
各
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
啓
発
資
材
を
配
布
し
、
薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
か
け

た
。
ま
た
、
同
時
に
国
連
支
援
募
金
も
行
っ
た
。

②
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
広
告
等

　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
期
間（
6
・
20
～
7
・
19
）に

合
わ
せ
て
、
昨
年
度
新
潟
県
警
察
ノ
ー
ド
ラ
ッ
グ
大
使
に
就
任

し
た
佐
渡
市
の
太
鼓
芸
能
集
団「
鼓
童
」か
ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
広
告
と
し
て
配
信
し
た
。

7
月
7
日（
金
）に
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ーJ
１
リ
ー
グ
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
て
、
新
潟
県
警
察
ノ
ー
ド

ラ
ッ
グ
大
使
の
Ｎ
ｅ
ｇ
ｇ
ｉ
ｃ
ｏ（
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
）か
ら

い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
放
送
し

た（
試
合
前
）。

③
そ
の
他

　

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
期
間
中
、
会
場
の
ハ
ー
ド
オ
フ

エ
コ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
の
横
断
幕
を
掲
出
し
、

高
校
生
を
は
じ
め
広
く
県
民
に
啓
発
し
た
。

　

県
庁
構
内
等
で
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
の
横
断
幕
や
ポ
ス
タ
ー

を
掲
出
す
る
と
と
も
に
、
庁
舎
内
の
生
協
売
店
や
金
融
機
関
等

に
国
連
支
援
に
係
る
募
金
箱
を
設
置
し
、
来
庁
者
等
に
対
し
て

啓
発
を
行
い
、
募
金
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

新潟県

富
山
県

月
　
　
日
７
月
１
日

開
催
場
所
富
山
市
、
高
岡
市
、
魚
津
市
、
滑
川
市
、
砺
波
市

計　

５
市　

５
ヶ
所

活
動
主
体

富
山
県
薬
物
乱
用「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運

動
実
行
委
員
会（
41
団
体
）

○
６
・
26
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者

・�

富
山
県
薬
物
乱
用「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及

運
動
実
行
委
員
会

（
一
社
）富
山
県
医
薬
品
登
録
販
売
者
協
会
、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
富
山
県
連
盟
、（
公
財
）富
山
県
防
犯

協
会
、（
公
社
）富
山
県
薬
剤
師
会
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
、
富
山
県
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
、
富
山
県
塗
料
商
同
業
会
、
富
山
県
内

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
、
富
山
県
保
護

司
会
連
合
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
４

−

Ｄ
地
区（
五
十
音
順
）

・
警
察
職
員
、
県
職
員
、
富
山
市
保
健
所
職
員

参
加
人
員
１
３
０
人

活
動
状
況

　

薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
、
県
下

五
会
場（
繁
華
街
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
）に
お
い
て
横

断
幕
や
の
ぼ
り
を
掲
示
し
、
薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
啓
発
資

材
を
配
布
し
た
。
併
せ
て
、
国
連
支
援
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。

　

青
少
年
が
集
う
イ
ベ
ン
ト（
第
１
０
５
回
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
富
山
大
会
）に
お
い
て
、
会
場
で
の
横
断
幕
・
ポ
ス
タ
ー

掲
示
を
行
う
と
と
も
に
、
場
内
放
送
及
び
啓
発
資
材
を
配
布
し
、

薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
富
山
県
薬
物
乱
用「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
実

行
委
員
会
参
加
団
体
の
協
力
を
得
て
、
店
頭
等
で
の
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
や
啓
発
資
材
の
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
国
連
支
援
募

金
運
動
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　

そ
の
他
、
交
通
広
告
を
利
用
し
、
薬
物
乱
用
防
止
広
報
活
動

を
実
施
し
た
。

富山県

石
川
県

月
　
　
日
6
月
25
日
ほ
か

開
催
場
所
金
沢
市
、
小
松
市
、
白
山
市
、
七
尾
市
、
輪
島
市

計
５
会
場

活
動
主
体

県
、
警
察
本
部
、
金
沢
市
保
健
所
、
薬
剤
師
会
、

保
護
司
会
、
医
薬
品
登
録
販
売
者
協
会
、
医
薬
品

配
置
協
議
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
更
生
保
護

女
性
連
盟
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等

参
加
人
員
２
１
０
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

金
沢
駅
前
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
県
内
５
会

場
に
お
い
て
、ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
）、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
及
び
薬
業
団
体
の
会
員

が
中
心
と
な
り
、
会
場
を
訪
れ
た
買
い
物
客
等
に
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓
発
資
材
を
配
布
し
、
広
く

県
民
に
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
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②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

6
月
20
日
か
ら
7
月
19
日
ま
で
の
期
間
、
薬
剤
師
会
等
の
地

域
団
体
の
協
力
を
得
て
、
薬
局
や
生
活
衛
生
営
業
施
設
等
に
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
募
金
箱
を
設
置
し
、
薬
物
乱

用
に
よ
る
危
害
に
つ
い
て
一
声
か
け
る「
一
声
運
動
」を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

③
青
少
年
へ
の
啓
発
活
動

　

7
月
11
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
１
０
５
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
石
川
大
会
の
期
間
中
に
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、

ポ
ス
タ
ー
や
横
断
幕
を
掲
示
し
、
球
場
に
応
援
に
来
た
学
生
ら

若
者
に
薬
物
乱
用
防
止
の
啓
発
を
行
っ
た
。

石川県

福
井
県

月
　
　
日
６
月
17
日
、
24
日
、
25
日

開
催
場
所
福
井
市
、
坂
井
市
、
勝
山
市
、
鯖
江
市
、
敦
賀
市
、

小
浜
市　

県
内
計
６
か
所

活
動
主
体

県
、
各
警
察
署
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動

実
行
委
員
会
、
県
・
各
地
区
薬
物
乱
用
防
止
指
導

員
協
議
会
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
福
井
連
盟
、

（
一
社
）ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
福
井
県
連
盟

参
加
人
員
約
２
０
０
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
６
か
所
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
で
、
ヤ
ン
グ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
）、
薬
物

乱
用
防
止
指
導
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
啓
発
物（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
風
船
等
）の
配
布
、
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
旗
等
を

使
用
し
た
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
薬
物
乱
用
防
止
の

呼
び
か
け
お
よ
び
国
連
支
援
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

病
院
・
診
療
所
・
歯
科
診
療
所
、
薬
局
・
薬
店
等
の
各
関
係

機
関
・
団
体
お
よ
び
市
町
に
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
お
よ
び
募
金

箱
の
設
置
を
依
頼
し
、
薬
物
乱
用
防
止
の
普
及
啓
発
と
国
連
支

援
募
金
へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

③
そ
の
他

　

６
月
19
日
か
ら
１
週
間
、
福
井
県
庁
１
階
ホ
ー
ル
で
薬
物
乱

用
防
止
啓
発
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
に
限
ら
ず
、
各
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
薬
物
乱
用
防
止
啓

発
パ
ネ
ル
展
お
よ
び
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
実
施
し
、
若
年
層

へ
の
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
啓
発
を
行
っ
た
。福井県

山
梨
県

月
　
　
日
６
月
24
日

開
催
場
所
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
等

合
計　

７
箇
所

活
動
主
体

県
、
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
、
県
・
各
地
区

薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会
、
県
警
察
本
部
、

警
察
署
、
市
町
村
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤

師
会
、
医
薬
品
登
録
販
売
者
協
会
、
医
薬
品
配
置

協
議
会
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
協
同
組
合
、

学
校
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等

参
加
人
員
約
３
６
０
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
の
４
保
健
所
単
位
の
各
地
区
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協

議
会
が
中
止
と
な
り
、
各
関
係
機
関
・
団
体
等
の
協
力
を
得
る

中
で
、参
加
学
生
代
表
に
よ
る「『
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。』普
及
運
動
」

に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
を
は
じ
め
と
し

た
式
典
を
開
催
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
学
生
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
等
が
中
心
と
な
っ
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
の
啓
発
資
材

の
配
布
等
に
よ
る
薬
物
乱
用
防
止
の
呼
び
か
け
を
行
う
と
と
も

に
、
国
連
支
援
街
頭
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

運
動
期
間
中
、
各
関
係
機
関
・
団
体
や
市
町
村
役
場
等
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
啓
発
資
材
等
の
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
、
募
金
箱
の
設
置
等
を
依
頼
し
、
薬
物
乱
用
防

止
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
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山梨県

長
野
県

月
　
　
日
6
月
19
日
～
6
月
25
日

開
催
場
所

イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
久
平
前
、
Ｊ
Ｒ
佐
久
平
駅
前
、

ア
リ
オ
上
田
店
前
、
レ
イ
ク
ウ
ォ
ー
ク
岡
谷
、
ベ

ル
シ
ャ
イ
ン
駒
ヶ
根
店
前
、
ア
ピ
タ
飯
田
店
前
、

イ
オ
ン
木
曽
福
島
店
、
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
前
、
フ
レ
ス

ポ
大
町
、
大
町
岳
陽
高
等
学
校
前
、
池
田
工
業
高

等
学
校
前
、
白
馬
高
等
学
校
前
、
綿
半
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
千
曲
店
、
イ
オ
ン
中
野
店
、
長
野
駅
前

計　

13
市
町
村　

15
ヶ
所

活
動
主
体

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
長
野
県
実
行
委

員
会
参
画
4
機
関
・
22
団
体

県
、
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
協
議
会
、
地
区
薬
物

乱
用
対
策
推
進
協
議
会
、
県
医
師
会
、
県
歯
科
医

師
会
、
県
薬
剤
師
会
、
県
医
薬
品
卸
協
同
組
合
、

県
製
薬
協
会
、
県
医
薬
品
配
置
協
議
会
、
県
保
護

司
会
連
合
会
、
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
４

−

Ｅ
地
区
、
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
６
０
０
地
区
、
県
ホ
テ
ル
旅

館
生
活
衛
生
同
業
組
合
、
県
美
容
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
、県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
、

県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
、
県
公
衆
浴
場
業
生

活
衛
生
同
業
組
合
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
野

県
連
盟
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
連
盟

参
加
人
員
５
６
８
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
下
15
ヶ
所
に
お
い
て
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
の
青
少
年
や
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
、
保
護
司
、
薬
業
関
係
者
、

行
政
機
関
職
員
等
５
６
８
人
が
、
通
行
人
１
８
、０
１
３
人
に
啓

発
用
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を
配
布
し
て
薬
物

乱
用
防
止
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

病
院
・
診
療
所
・
歯
科
診
療
所
、薬
局
・
薬
店
、理
・
美
容
所
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
公
衆
浴
場
、
自
動
車
教

習
所
等
約
９
、０
０
０
施
設
に
お
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
と
一

声
運
動
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
薬
局
・
薬
店
約
１
、１
０
０
店
舗
の
店
頭
に
募
金
箱
を

設
置
し
、
国
連
支
援
募
金
に
協
力
し
た
。

長野県

岐
阜
県

月
　
　
日
６
月
24
日
～
26
日

開
催
場
所

岐
阜
市
、
各
務
原
市
、
本
巣
市
、
大
垣
市
、
揖
斐

郡
池
田
町
、
関
市
、
美
濃
加
茂
市
、
郡
上
市
、
多

治
見
市
、
中
津
川
市
、
高
山
市
、
下
呂
市　

計

１
２
か
所

活
動
主
体

岐
阜
県
、
岐
阜
市
、
郡
上
市
、
保
健
所
、
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
地
区
協
議
会
、県
・
市
薬
剤
師
会
、

医
薬
品
登
録
販
売
者
協
会
、
医
薬
品
配
置
協
会
、

保
護
区
保
護
司
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
警
察
署　

等

参
加
人
員
約
３
０
０
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
前
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
県
下
12
か

所
に
お
い
て
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
会
場
を
訪
れ
た
方
々
に
啓
発
資
材（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
）を
配
布
し
、「
薬
物
乱
用
は『
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。』」を
合
言
葉
に
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
ら
が
国
連
支
援
募

金
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
参
加
者
は
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

普
及
運
動
の
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
タ
ス
キ
や
啓
発
用
帽
子
を
着

用
し
て
積
極
的
に
活
動
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
前
会
場
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」君
に
加
え
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ミ
ナ
モ
」の
応
援
も
得
て
若
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

岐
阜
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
を
構
成
す
る
各
団
体
、
県

内
各
高
等
学
校
、
大
学
等
に
対
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
募

金
箱
の
設
置
等
の
協
力
依
頼
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
で
開
催
し
て
い
る
薬

物
乱
用
防
止
出
前
講
座
に
お
い
て
、
児
童
、
生
徒
に
対
し
て
、

薬
物
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
啓
発

を
行
っ
た
。
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岐阜県

静
岡
県

月
　
　
日
①
６
月
26
日
、
②
６
月
28
日
、
③
６
月
30
日
、

④
７
月
３
日

開
催
場
所
①
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
駅
、
②
Ｊ
Ｒ
磐
田
駅
、
③
Ｊ
Ｒ
浜

松
駅
、
④
Ｊ
Ｒ
熱
海
駅

活
動
主
体

（
一
社
）日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
静
岡
県
連
盟
、（
一

社
）ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
静
岡
県
連
盟
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
４

−

Ｃ
地
区
、
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
６
２
０
地
区
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
静
岡
、（
一
社
）静
岡
県
医
師
会
、（
一
社
）静

岡
県
歯
科
医
師
会
、（
公
社
）静
岡
県
薬
剤
師
会
、

静
岡
県
医
薬
品
登
録
販
売
者
協
会
、（
公
社
）静
岡

県
病
院
協
会
、
静
岡
県
配
置
医
薬
品
協
議
会
、
静

岡
県
医
薬
品
卸
業
協
会
、
静
岡
県
製
薬
協
会
、
静

岡
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
、
静
岡
県
美
容
業

生
活
衛
生
同
業
組
合
、
静
岡
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生

活
衛
生
同
業
組
合
、
静
岡
県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛

生
同
業
組
合
、（
一
社
）静
岡
県
食
品
衛
生
協
会
、

静
岡
県
保
護
司
会
連
合
会
、
静
岡
県
更
生
保
護
女

性
連
盟
、
静
岡
県
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
協
会
、
日
本

塗
料
商
業
組
合
静
岡
県
支
部

参
加
人
員
１
０
２
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

６
月
26
日
、
６
月
28
日
、
６
月
30
日
及
び
７
月
３
日
に
、
県

内
の
主
要
な
駅
４
か
所
に
お
い
て
、
市
、
県
警
及
び
薬
物
乱
用

防
止
指
導
員
の
協
力
を
得
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓
発
資
材
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
薬
物
乱

用
防
止
の
声
掛
け
を
行
い
、
広
く
県
民
に
対
し
薬
物
乱
用
防
止

を
訴
え
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

各
市
町
及
び
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
県
内
各
所
に
お

い
て
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
募
金
箱
を
設
置
し
て

国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
の
声
掛
け
を
行
っ
た
。

③
そ
の
他
の
啓
発
活
動

・�

７
月
９
日
に
藤
枝
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場（
藤
枝
市
）で

開
催
さ
れ
た
Ｊ
リ
ー
グ
サ
ッ
カ
ー
試
合
会
場（
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ 

Ｖ
Ｓ 

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
）に
お
い
て
、
来
場
者
に
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
及
び
薬
物
乱
用
防
止
の
声
掛
け
を

行
っ
た
。
ま
た
、
試
合
会
場
に
設
置
さ
れ
た
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
い
て
、
県
独
自
で
制
作
し
た
大
麻
乱
用
防
止
啓
発
動

画（
15
秒
）の
発
信
を
行
っ
た
。

・�

７
月
14
日
清
水
駅
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
及
び
薬
物
乱
用
防
止
の
声
掛
け
を

行
っ
た
。

・�

県
内
３
局
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
お
い
て「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」普
及
運
動
の
テ
ロ
ッ
プ
放
送
を
実
施
し
た
。

・�
県
内
１
市
の
広
報
紙
及
び
県
内
新
聞
２
紙
に
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」普
及
運
動
及
び
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
記
事
を
掲

載
し
た
。

・�

保
健
所
及
び
商
業
施
設
等
に
お
い
て
、
薬
物
乱
用
防
止
啓
発

パ
ネ
ル
等
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
・
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
架
等
を
行
っ
た
。

静岡県

愛
知
県

月
　
　
日
６
月
25
日
、
７
月
12
日

開
催
場
所
愛
知
県
内

活
動
主
体
愛
知
県

参
加
人
員
45
人

活
動
状
況

・�

県
、
保
健
所
等
に
お
い
て
、
募
金
箱
の
設
置
及
び
啓
発
資
材

の
配
布
を
行
っ
た
。

・�

名
古
屋
市
大
須
商
店
街
に
お
い
て
、
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
た
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
大

学
生
、
愛
知
県
警
察
と
啓
発
資
材（
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）

を
配
布
し
、
薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
か
け
た
。

・�

大
相
撲
名
古
屋
場
所
に
お
い
て
、
愛
知
県
警
察
等
と
啓
発
資

材
の
配
布
や
横
断
幕
の
設
置
を
行
っ
た
。

・�

プ
ロ
野
球
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
試
合
開
催
時
の
バ
ン
テ
リ
ン

ド
ー
ム
ナ
ゴ
ヤ
、
名
古
屋
競
馬
場
な
ど
で
、
場
内
放
送
、
電

光
掲
示
板
標
示
等
を
行
い
、
薬
物
乱
用
防
止
の
周
知
を
図
っ

た
。

愛知県
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三
重
県

月
　
　
日
６
月
20
日
か
ら
７
月
19
日

開
催
場
所

三
重
県
桑
名
庁
舎
、
三
重
県
立
桑
名
高
等
学
校
、

三
重
県
立
桑
名
西
高
等
学
校
、
三
重
県
立
桑
名
北

高
等
学
校
、
三
重
県
立
桑
名
工
業
高
等
学
校
、
三

重
県
立
い
な
べ
総
合
学
園
高
等
学
校
、
三
重
県
立

菰
野
高
等
学
校
、
三
重
県
立
川
越
高
等
学
校
、
津

田
学
園
高
等
学
校
、
桑
名
医
師
会
立
看
護
専
門
学

校
、
聖
十
字
看
護
専
門
学
校
、
三
重
県
桑
名
保
健

所
、
Ｊ
Ｒ
桑
名
駅
前
、
三
重
県
四
日
市
庁
舎
、
サ

ロ
ン「
よ
っ
て
こ
屋
」、
さ
ろ
ん
d
e
志
氐
我
野
、

あ
さ
け
プ
ラ
ザ
体
育
館
、
四
日
市
市
総
合
会
館
、

小
古
曽
町
公
民
館
、
鈴
鹿
市
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
鈴
鹿
店
、
Ｊ
Ｒ

亀
山
駅
、
Ｊ
Ｒ
井
田
川
駅
、
Ｊ
Ｒ
下
庄
駅
、
Ｊ
Ｒ

関
駅
、Ｊ
Ｒ
加
太
駅
、
三
重
県
立
亀
山
高
等
学
校
、

徳
風
高
等
学
校
、マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
亀
山
店
、マ
ッ

ク
ス
バ
リ
ュ
み
ず
ほ
台
店
、
オ
ー
ク
ワ
亀
山
店
、

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ク
ワ
サ
ウ
ス
、
亀
山
エ

コ
ー
、
ミ
ス
タ
ー
ト
ン
カ
チ
、
亀
山
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い
あ
い
、
近
鉄
白
子
駅
、
三
重

県
津
庁
舎
、
近
鉄
津
新
町
駅
、
近
鉄
久
居
駅
、
Ｊ

Ｒ
松
阪
駅
、
近
鉄
松
阪
駅
前
、
三
重
県
伊
勢
庁
舎
、

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
勢
ラ
ラ
パ
ー
ク
、
イ
オ
ン
阿
児

店
、
ア
ピ
タ
伊
賀
上
野
店
、
近
鉄
名
張
駅
、
三
重

県
尾
鷲
庁
舎
、
イ
オ
ン
熊
野
店
、
オ
ー
ク
ワ
熊
野

店
、主
婦
の
店
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
、オ
ー

ク
ワ
阿
田
和
店
、
パ
ー
ク
七
里
御
浜

計
52
ヶ
所

活
動
主
体
主
催　

三
重
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
、
三
重

県
、
四
日
市
市
、
薬
物
ク
リ
ー
ン
み
え
推
進
協
議

会

参
加
人
員
６
２
０
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
の
主
要
駅
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
や
薬
物
乱
用
防
止
指
導
啓
発
団
体
を
中
心
に
、

三
重
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
や
薬
物
ク
リ
ー
ン
み
え
推
進

協
議
会
を
構
成
す
る
団
体
等
が
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
薬
物
標
本
の
展
示
、
横
断
幕
や
の
ぼ
り

旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も
に
、
高
校
生
や
県
民
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓
発
資
材
を
配
布
し
な
が
ら
、
薬

物
乱
用
防
止
を
訴
え
た
。

　

他
に
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
と
併
せ
て
、
街
頭
募

金
を
行
い
、
国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

三
重
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
や
薬
物
ク
リ
ー
ン
み
え
推

進
協
議
会
を
構
成
す
る
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
、
啓
発
資
材
の
配
布
や
一
声
運
動
の
実
施
を
依
頼
し
、
薬

物
乱
用
防
止
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
五
類
感
染
症
移
行

に
伴
い
、
感
染
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
例
年
通
り
の
街
頭

啓
発
を
実
施
し
た
。
県
庁
舎
等
に
お
い
て
は
、ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、

啓
発
資
材
の
配
布
等
に
よ
り
、
来
庁
者
へ
の
薬
物
乱
用
防
止
を

訴
え
た
。

三重県

滋
賀
県

月
　
　
日
６
月
24
日

開
催
場
所
湖
南
市（
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
湖
南
）

高
島
市（
平
和
堂
あ
ど
が
わ
店
）

計
２
箇
所

活
動
主
体

（
一
社
）ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
滋
賀
県
連
盟
、
日
本

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
滋
賀
連
盟
、
湖
南
市
少
年
セ
ン

タ
ー
、
高
島
市
少
年
セ
ン
タ
ー
、（
社
福
）湖
南
市

社
会
福
祉
協
議
会
、（
社
福
）高
島
市
社
会
福
祉
協

議
会
、（
社
福
）滋
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会
、（
一
社
）

滋
賀
県
医
師
会
、（
一
社
）滋
賀
県
歯
科
医
師
会
、

（
一
社
）滋
賀
県
薬
剤
師
会
、（
一
社
）滋
賀
県
薬
業

協
会
、
滋
賀
県
医
薬
品
配
置
協
議
会
、
水
口
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
高
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
滋

賀
県
警
察
本
部
、
滋
賀
県（
薬
務
課
・
保
健
所
）、

他

参
加
人
員
60
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
２
か
所
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
会
場
に
お
い
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
街
頭
啓
発
を
実
施
し
た
。
当
日
、

会
場
に
は「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」君
、
滋
賀
県
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
キ
ャ
ッ
フ
ィ
ー
も
参
加
し
た
。
各
会
場
で
、
通
行
人

に
啓
発
資
材
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
配
布
し
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
国
連
支
援
募
金
活
動

も
併
せ
て
実
施
し
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
啓
発
期
間
に
は
、
地
域
団
体

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
病
院
、
診
療
所
、
歯
科
診
療
所
、
薬
局
、

薬
店
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
の
施
設
等
、
地
域
団
体
の
協

力
を
得
て
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
と
一
声
運
動
を
実
施
し
、
併
せ
て

店
頭
等
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
国
連
支
援
募
金
活
動
に
協
力
し

た
。
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滋賀県

京
都
府

月
　
　
日
６
月
24
日

開
催
場
所
京
都
市
内
４
箇
所（
京
都
駅
、
四
条
河
原
町
、
四

条
高
倉
、
三
条
河
原
町
）

活
動
主
体

き
ょ
う
と
薬
物
乱
用
防
止
行
動
府
民
会
議

［
主
な
参
画
団
体
］

京
都
府
、
京
都
市
、
京
都
府
警
察
本
部
、
京
都
府

教
育
委
員
会
、
京
都
市
教
育
委
員
会
、
公
益
財
団

法
人
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
京
都
府
支
部
、

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
京
都
連
盟
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５

−
Ｃ
地
区
、
京
都
府
薬

物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会

参
加
人
員
２
３
３
名

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

京
都
市
内
繁
華
街
４
箇
所
に
お
い
て
、
京
都
府
・
京
都
市
・

京
都
府
警
察
関
係
者
を
は
じ
め
、
大
学
生
、
薬
物
乱
用
防
止
指

導
員
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等
が
薬
物
乱
用

防
止
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

府
内
各
種
関
係
団
体
に
対
し
、
店
頭
等
で
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
募
金
箱
の
設
置
を
依
頼
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
周
知
と
国

連
支
援
募
金
へ
の
協
力
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
府
内
各
大
学
・
専
門
学
校
等
に
対
し
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
を
依
頼
し
、
若
年
層
へ
の
薬
物
乱
用
防
止
の
呼
び
か
け
を
行
っ

た
。

　

そ
の
他
、
各
地
区
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
に
よ
り
小
中
学
校

の
児
童
等
を
対
象
と
し
た
薬
物
乱
用
防
止
教
室
及
び
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
が
行
わ
れ
、
薬
物
の
危
険
性
を
伝
え
る
と
共
に

本
運
動
の
周
知
が
さ
れ
た
。

京都府

大
阪
府

月
　
　
日
①
7
月
1
日　

②
６
月
20
日
～
７
月
19
日

開
催
場
所
①
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
中
央
コ
ン
コ
ー
ス

②
府
内
各
地
域　

計
2
か
所

③
行
政
機
関
、
協
力
団
体

活
動
主
体
大
阪
府
、
大
阪
府「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運

動
実
行
委
員
会
、
大
阪
府
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員

協
議
会
、
関
係
行
政
機
関
、
関
係
民
間
団
体　

等

参
加
人
員

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

啓
発
者

約
２
、０
０
０
人　

関
係
者
17
人

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

啓
発
者
約
１
、

０
０
０
人　

関
係
者
20
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
中
央
コ
ン
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア（
府
内
大
学
生
等
）協
力
の
も
と
、
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
中
央
コ
ン

コ
ー
ス
に
お
い
て
啓
発
資
材
を
配
布
し
、
薬
物
乱
用
防
止
を
呼

び
か
け
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

関
係
機
関
、
協
力
団
体
・
企
業
等
の
協
力
を
得
て
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
架
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
国
連
支
援
募
金
箱
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
啓
発
並
び
に
募

金
協
力
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。
ま
た
、
7
月
の「
少
年
非
行
・
被

害
防
止
強
調
月
間
」に
合
わ
せ
て
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
に
お
い
て

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
の
放
映
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
・
啓
発
物
品
の
配
布
を
行
い
、
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
た
。

③
そ
の
他

　

府
関
係
施
設（
情
報
プ
ラ
ザ
）で
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
架
と
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
公
式Facebook

・T
w

itter

、
市
町
村
広

報
誌
等
を
利
用
し
た
運
動
の
周
知
並
び
に
啓
発
を
図
っ
た
。

大阪府
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兵
庫
県

月
　
　
日
６
月
22
日
、
24
日
、
25
日
、
７
月
13
日

開
催
場
所

神
戸
市
、
姫
路
市
、
尼
崎
市
、
西
宮
市
、
明
石
市
、

芦
屋
市
、
宝
塚
市
、
川
西
市
、
高
砂
市
、
三
木
市
、

赤
穂
市
、
豊
岡
市
、
丹
波
篠
山
市
、
南
あ
わ
じ
市

計
14
か
所

活
動
主
体

県
、
保
健
所
設
置
市
、
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員

協
議
会
、各
地
区
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会
、

兵
庫
県
警
察
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等

参
加
人
員
４
８
７
人

活
動
状
況

①
6
・
26 

ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
下
12
地
区
の
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会
が
中
心
と
な

り
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等
の
ヤ
ン
グ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
警
察
署
等
の
関
係
機
関

の
協
力
を
得
て
、
県
下
14
か
所
に
お
い
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
。

　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
に
際
し
て
は
、
買
い
物
客
が
集
ま

る「
神
戸
元
町
商
店
街
」や
利
用
者
の
多
い「
姫
路
駅
」等
の
主
要

駅
、
地
域
の
利
用
の
多
い
大
型
ス
ー
パ
ー
等
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
、
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
を
選
定
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
横
断
幕
・
の
ぼ
り
の
掲
出
、
兵
庫
県

マ
ス
コ
ッ
ト「
は
ば
タ
ン
」、
兵
庫
県
薬
物
乱
用
防
止
対
策
推
進

会
議
マ
ス
コ
ッ
ト「
ま
や
タ
ン
」の
着
ぐ
る
み
の
登
場
等
に
よ
り
、

啓
発
効
果
を
高
め
た
。

　

活
動
参
加
者
は
、
啓
発
用
の
ビ
ブ
ス
や
帽
子
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

タ
ス
キ
等
を
着
用
し
、「
薬
物
乱
用
は『
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。』」を

合
言
葉
に
、通
行
人
等
に
対
し
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、ボ
ー
ル
ペ
ン
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
啓
発
資
材
を
配
布

し
、
薬
物
乱
用
の
害
や
危
険
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
国
連
支

援
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

運
動
期
間
に
あ
わ
せ
て
、
県
庁
舎
や
市
役
所
等
で
運
動
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
等
を
行
っ
た
他
、SN

S

（T
w

itter 

等
）や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
に
よ
る
啓
発
活
動
を
展
開
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
文
化
祭
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
、
小
学
校
で
の
薬

物
乱
用
防
止
教
室
の
実
施
等
を
行
い
、
若
年
層
に
対
し
て
の
啓

発
を
行
っ
た
。

兵庫県

奈
良
県

月
　
　
日
６
月
20
日
か
ら
７
月
19
日

開
催
場
所

イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
奈
良
店
、
イ
オ
ン
桜
井
店
、
イ

オ
ン
五
條
店
、
イ
オ
ン
い
か
る
が
店
、

イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
大
和
郡
山
店
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

大
和
郡
山
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
奈
良
登
美
ヶ
丘
、
ザ･

ビ
ッ
グ
エ

ク
ス
ト
ラ
大
安
寺
店
、

ザ･

ビ
ッ
グ
エ
ク
ス
ト
ラ
平
群
店
、
ザ･

ビ
ッ
グ

エ
ク
ス
ト
ラ
天
理
店
、
ザ･

ビ
ッ
グ
エ
ク
ス
ト
ラ

香
芝
店
、
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｙ
Ｏ
東
生
駒
店
、
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｙ
Ｏ 

Ｊ
Ｒ
奈
良
店
、
ダ
イ
エ
ー
富
雄
南
店

活
動
主
体

奈
良
県「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
実
行
委

員
会
、
奈
良
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
、
奈
良

県
警
察
本
部
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５

－

Ｃ
地
区
８
Ｒ
１

Ｚ
・
８
Ｒ
２
Ｚ
・
８
Ｒ
３
Ｚ
、
奈
良
県
製
薬
協
同

組
合
、
奈
良
県
家
庭
薬
配
置
商
業
協
同
組
合
、

（
一
社
）奈
良
県
薬
剤
師
会
、（
一
社
）奈
良
県
医
薬

品
登
録
販
売
者
協
会
、
奈
良
県
毒
物
劇
物
取
扱
者

協
会
、
奈
良
県
家
庭
薬
卸
協
同
組
合
、
奈
良
県
医

薬
品
卸
協
同
組
合
、

奈
良
県
医
薬
品
配
置
協
議
会
、
奈
良
県
歯
科
用
品

商
組
合
、
奈
良
県
薬
事
団
体
連
合
会

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
代
替
の
活
動
と
し
て
、
関
係
団
体
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
等
に
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
募
金
箱
の
設
置
を
依
頼
し
、

啓
発
を
行
う
と
共
に
国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

和
歌
山
県

月
　
　
日
６
月
24
日
、
25
日
、
７
月
３
日　

ほ
か

開
催
場
所

和
歌
山
市
、
岩
出
市
、
紀
の
川
市
、
九
度
山
町
、

海
南
市
、
有
田
市
、
有
田
川
町
、
御
坊
市
、
由
良

町
、
田
辺
市
、
串
本
町
、
古
座
川
町
、
新
宮
市
、

那
智
勝
浦
町
、
太
地
町
の
計
30
カ
所

活
動
主
体
和
歌
山
県
、
和
歌
山
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協

議
会
、
和
歌
山
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部

参
加
人
員
延
べ
４
５
５
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
各
地
域
の
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会
が
中
心
と
な

り
、
和
歌
山
県
警
察
、
和
歌
山
海
上
保
安
部
、
大
阪
税
関
和
歌

山
税
関
支
署
、
各
市
町
村
少
年
セ
ン
タ
ー
、
県
内
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
を
得
て
、
駅
前
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
な
ど
で
、
の
ぼ
り
を
掲
げ
、「
薬
物

乱
用
は『
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。』」を
合
い
言
葉
に
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

キ
ズ
バ
ン
ド
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
物
品
を
配
布
し
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

関
係
団
体
等
の
協
力
に
よ
り
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
店
頭
に
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
医
薬
品
関
係
業
者
、
生
活
衛
生
関
係
業
者

の
店
舗
や
職
場
に
お
い
て
、
国
連
支
援
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。
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和歌山県

鳥
取
県

月
　
　
日
７
月
８
日

開
催
場
所

イ
オ
ン
鳥
取
北
店（
鳥
取
市
）

パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン（
倉
吉
市
）

（
米
子
市
は
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
と
し
た
。）

計
２
箇
所

活
動
主
体
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
鳥
取
県
実
行
委

員
会
、
鳥
取
県
、
鳥
取
県
警
、
鳥
取
県
薬
物
乱
用

防
止
指
導
員
協
議
会
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
人
員
（
鳥
取
市
）20
人

（
倉
吉
市
）20
人

合
計
40
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

鳥
取
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
地
区
協
議
会
の
会
員
、
高
校

生
の
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
中
心
と
な
っ
て
、
県
内
２
地

区
で
、
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
地
区
住
民
に

対
し
、
国
連
支
援
募
金
活
動
及
び
啓
発
活
動
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
前
に
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
う
な
ど
、
若
者
に

対
す
る
啓
発
に
も
力
を
入
れ
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

各
団
体
は
も
と
よ
り
、
各
市
町
村
及
び
県
庁
並
び
に
県
地
方

機
関
等
に
も
ポ
ス
タ
ー
、
募
金
箱
等
を
送
付
し
啓
発
に
努
め
た
。

ま
た
、
国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
依
頼
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
他
、「
子
ど
も
向
け
薬
物
乱
用
防
止
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」を
作

成
し
、
県
内
の
関
係
機
関
や
学
校
へ
配
布
し
た
。

鳥取県

島
根
県

月
　
　
日
６
月
25
日

開
催
場
所
松
江
市
、
出
雲
市
、
雲
南
市
、
大
田
市
、
浜
田
市
、

益
田
市
、
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

計
７
ヶ
所

活
動
主
体

島
根
県
、
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
・
中
学
生
・
高
校
生
等
の
ヤ
ン

グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
薬
物

乱
用
防
止
指
導
員
等

参
加
人
員
２
３
９
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
７
ヶ
所
で
、
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
・
中
学
生
・
高
校
生
等
の
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ほ
か
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
及
び
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、

各
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

各
参
加
者
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
入
口
等
で「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。
国
際
協
力
で
薬
物
乱
用
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。」を

合
言
葉
に
啓
発
資
材
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
国
連
支
援
募
金

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
町
村
、
警
察
署
、
医
療
機
関
、
薬
局
等
の
協
力
に
よ
り
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
啓
発
資
材
の
配
布
を
行
っ

た
ほ
か
、
各
機
関
の
窓
口
へ
募
金
箱
を
設
置
し
、
国
連
支
援
募

金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

島根県

岡
山
県

月
　
　
日

6
月
15
日
、
21
日
、
22
日
、
27
日
、
30
日
、
7
月

1
日

開
催
場
所

「
覚
醒
剤
等
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
各
地
区
協
議

会（
県
下
9
地
区
）」管
内

（
岡
山
市
、
備
前
市
、
和
気
町
、
倉
敷
市
、
総
社
市
、

浅
口
市
、
笠
岡
市
、
津
山
市
、
勝
央
町
、
美
作
市
、

真
庭
市
、
高
梁
市
、
新
見
市
）

活
動
主
体

県
、
県
警
察
本
部
、
保
健
所
、
県
覚
醒
剤
等
薬
物

乱
用
対
策
推
進
本
部
、
県
覚
醒
剤
等
薬
物
乱
用
防

止
指
導
員
協
議
会（
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
保
護

司
会
連
合
会
、
少
年
警
察
協
助
員
連
合
会
、
愛
育

員
会
、
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
、
食
品
衛
生
協

会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
３
３
６

−

Ｂ
地
区
）、

同
各
地
区
協
議
会
、
県「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普

及
運
動
実
行
委
員
会
、
同
各
支
部

（
後
援
等
）

県
内
の
各
税
関
支
署
、
各
海
上
保
安
部
、
各
警
察

署
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
等

参
加
人
員
６
４
２
人
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活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・�「
覚
醒
剤
等
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
各
地
区
協
議
会（
県
下
9

地
区
」が
中
心
と
な
り
、JR

駅
前
、
高
等
学
校
等
県
下
１
７
箇

所
に
お
い
て「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」を
合
言
葉
に
薬
物
乱
用
啓

発
資
材（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ボ
ー
ル

ペ
ン
、
ノ
ー
ト
等
）を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
覚
醒
剤
等
薬
物

乱
用
防
止
を
呼
び
か
け
、
併
せ
て
国
連
支
援
募
金
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
積
極
的
な
協
力
が
あ
っ

た
。

［
参
加
学
校
］

関
西
高
等
学
校
、
山
陽
学
園
高
等
学
校
、
備
前
緑
陽
高
等
学
校
、

和
気
閑
谷
高
等
学
校
、
就
実
高
等
学
校
、
倉
敷
翠
松
高
等
学
校
、

総
社
南
高
等
学
校
、
笠
岡
高
等
学
校
、
笠
岡
工
業
高
等
学
校
、

お
か
や
ま
山
陽
高
等
学
校
、
津
山
工
業
高
等
学
校
、
津
山
商
業

高
等
学
校
、
勝
間
田
高
等
学
校
、
林
野
高
等
学
校
、
勝
山
高
等

学
校
、
高
梁
城
南
高
等
学
校
、
方
谷
學
舎
高
等
学
校
、
新
見
高

等
学
校
北
校
地
、
新
見
高
等
学
校
南
校
地
、
共
生
高
等
学
校

・�

日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
あ
る
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
の

ホ
ー
ム
公
式
戦
に
お
い
て
、「
岡
山
県
民
応
援
デ
ー
」で
、
違
法

薬
物
撃
退
的
あ
て
や
パ
ネ
ル
展
示
の
実
施
や
普
及
啓
発
資
材

を
配
布
し
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

関
係
機
関
の
窓
口
等
へ
募
金
箱
を
設
置
し
、
国
連
支
援
募
金

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

岡山県

広
島
県

月
　
　
日
６
月
24
日
、
25
日
、
７
月
２
日
、
８
日
、
15
日
、

16
日
、
22
日

開
催
場
所

県
内
７
か
所（
広
島
市
、
坂
町
、
安
芸
太
田
町
、

東
広
島
市
、
尾
道
市
、
福
山
市
、
三
次
市
）

※�

２
か
所（
廿
日
市
市
、
呉
市
）は
大
雨
警
報
の
た

め
中
止
と
な
っ
た
。

活
動
主
体
広
島
県「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
実
行
委

員
会

参
加
人
員
４
９
４
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

薬
物
乱
用
防
止
の
啓
発
物
品
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
募
金

活
動
を
行
っ
た
。

　

地
元
高
校
器
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
各
団
体
・
地
域
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
出
動
な
ど
、
各
地
区
で
啓
発
・
募
金
活
動
を
盛
り
上

げ
た
。

　

ま
た
、
大
学
生
の「
広
島
県
ヤ
ン
グ
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
」

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
よ
り
幅
広
い
世
代
へ
薬
物
乱
用
防
止

を
呼
び
掛
け
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

計
47
の
関
係
団
体
が
店
頭
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
及
び
一

声
運
動
を
実
施
し
た
。

広島県

山
口
県

月
　
　
日

6
月
19
日
～
30
日
、
7
月
15
日
、
29
日
、
8
月
5

日

開
催
場
所
山
口
市
、
防
府
市
、
下
松
市
、
長
門
市
、
萩
市

活
動
主
体
山
口
県
薬
物
乱
用
防
止
推
進
員
地
区
協
議
会
、
山

口
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課

参
加
人
員
60
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・�

県
内
各
地
の
商
業
施
設
等
に
お
い
て
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
及
び
山
口
県
薬
物
乱
用
防
止
推
進
員
地
区
協
議
会
の
会
員

等
が
中
心
と
な
っ
て
、
薬
物
乱
用
防
止
の
呼
び
か
け
、
の
ぼ

り
の
設
置
、
啓
発
資
材
の
配
布
及
び
国
連
支
援
募
金
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・�

県
庁
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
薬
物
乱
用
防
止
啓

発
に
係
る
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
作
品
を
展
示
し
、
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
メ
ッ
セ
ー

ジ
動
画
を
放
映
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
資
材
を
配
布
し
た
。

・�

各
市
町
、
各
種
関
係
機
関
・
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
行
う
と
と
も

に
、
国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

山口県
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徳
島
県

月
　
　
日
6
月
20
、
22
、
24
、
26
日
、
7
月
9
日

開
催
場
所
徳
島
市
、
阿
南
市
、
海
部
郡
、
吉
野
川
市
、
美
馬

市
、
三
好
市　

計
6
地
区
8
箇
所

活
動
主
体
県
、
県
薬
物
乱
用
防
止
協
議
会(

県
下
6
地
区
協

議
会
）、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
高
校
生
）等

参
加
人
員
２
６
２
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
6
地
区
の
薬
物
乱
用
防
止
地
区
協
議
会
を
活
動
主
体
と

し
て
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
の
ほ
か
、
高
校
生
を
は
じ
め
と

し
た
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
各
警
察
署
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
等
の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
ヤ
ン
グ
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

　

量
販
店
等
の
人
が
集
ま
る
場
所
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
会
場
と
し

て
、
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
る
横
断
幕
、
の
ぼ
り
等
を
掲
げ
、「
薬

物
乱
用
は
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
国
際
協
力
で
薬
物
乱
用
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。」を
合
い
言
葉
に
、
来
場
者
等
に
対
し
て
啓
発
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
う
ち
わ
等
の
啓
発

資
材
を
配
布
し
、
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
た
。

ま
た
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」国
連
支
援
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

薬
物
乱
用
防
止
地
区
協
議
会
及
び
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
を

活
動
主
体
と
し
て
、
県
内
市
町
村
役
場
、
各
事
業
所
、
店
舗
等

の
協
力
を
得
て
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲
示
し
た
。

徳島県

香
川
県

月
　
　
日
６
月
18
日
、
６
月
26
日
、
６
月
28
日
、
７
月
３
日
、

７
月
７
日

開
催
場
所
高
松
丸
亀
町
壱
番
街
前
ド
ー
ム
～
南
三
町
ド
ー

ム
、
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
駅
頭
、
Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
、
Ｊ
Ｒ

高
瀬
駅
、
こ
ど
も
さ
く
ら
公
園　

計
５
箇
所

活
動
主
体

香
川
県
、
各
保
健
所
薬
物
乱
用
防
止
対
策
連
絡
協

議
会
、
香
川
県
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
シ
ン
ナ
ー
禍
対

策
推
進
員
、
市
町
、
警
察
署
、
保
護
観
察
所
、
税

関
支
署
、
海
上
保
安
署
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
、
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
、

更
生
保
護
女
性
会
、
保
護
司
会
、
薬
剤
師
会
、
小

学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
教
員　

等

参
加
人
員
約
３
４
６
０
人

活
動
状
況

　

県
下
４
カ
所
の
薬
物
乱
用
防
止
対
策
連
絡
協
議
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
市
町
、
警
察
署
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
そ
の
他
医
療
・
衛
生
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、

県
内
の
各
施
設
に
お
い
て
募
金
箱
の
設
置
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

を
行
っ
た
。

　

街
頭
で
の
啓
発
活
動
と
し
て
は
、
駅
前
や
公
園
等
で
、
チ
ラ

シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
啓
発
資
材

を
配
布
し
た
り
、
商
店
街
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
な
が
ら
資
材
の

配
布
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を
訴

え
た
。

　

小
豆
地
区
で
は
、
地
元
の
高
校
生
が
樽
太
鼓
を
演
奏
し
、
薬

物
乱
用
の
防
止
を
啓
発
し
た
。

　

西
讃
地
区
に
お
い
て
は
、
公
用
車
に
薬
物
乱
用
防
止
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
り
、
街
中
を
移
動
し
な
が
ら
の
啓
発
活
動
も
行
っ
た
。

香川県

愛
媛
県

月
　
　
日
６
月
14
日
～
７
月
23
日

開
催
場
所
四
国
中
央
市
、
新
居
浜
市
、
今
治
市
、
松
山
市
、

八
幡
浜
市
、
宇
和
島
市

活
動
主
体

愛
媛
県
、
愛
媛
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会

（
愛
媛
県
保
護
司
会
連
合
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
愛
媛
県
薬
剤
師
会
、
愛
媛
県
薬
業
協
会
、
愛

媛
県
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
、
愛
媛
県
配

置
薬
協
会
、
愛
媛
県
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
販
社
協
会
、

愛
媛
県
登
録
販
売
者
協
会
）

参
加
人
員
１
７
８
名（
主
催
者
側
）

活
動
状
況

　

今
年
度
は
、
一
部
の
地
域
に
お
い
て
、
高
校
生
等
が
参
加
す

る
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
開
催
し
た
ほ
か
、
商
業
施
設
等
で
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
関
係
施
設
に
お
い
て
県
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
用
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
や
啓
発
用
パ
ネ
ル
の
展
示
会
を

実
施
し
た
。
街
頭
パ
レ
ー
ド
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
展
示
会
で
は
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓
発
資
材
を
配

布
し
て
、
薬
物
乱
用
防
止
を
広
く
県
民
に
呼
び
か
け
た
。
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愛媛県

高
知
県

月
　
　
日
６
月
17
日
、
６
月
24
日

開
催
場
所
高
知
市
・
香
美
市
・
宿
毛
市（
計
３
市
）

活
動
主
体

高
知
県
、
高
知
県
薬
物
乱
用
防
止
推
進
連
合
協
議

会
、
東
部
・
中
央
東
・
高
知
市
・
中
央
西
・
高

陵
・
幡
多
の
各
地
区
薬
物
乱
用
防
止
推
進
協
議

会
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、）、
民
生
委
員
、
保

護
司
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６

−

Ａ
地
区
、
関
係
行
政
機
関
職
員

参
加
人
員
３
５
５
人（
う
ち
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

１
３
５
人
）

活
動
状
況

　

県
下
６
地
区
の
薬
物
乱
用
防
止
推
進
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、

ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得
て
、
パ
レ
ー
ド
等
の
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
薬
物
乱
用
防
止

標
語
入
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
資
材
の
配
布
を
行

い
な
が
ら
、
広
く
県
民
へ
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
る
と
共
に
、

国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
に
つ
い
て
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

　

高
知
市
地
区
に
お
い
て
は
、
市
内
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
に
て
、

土
佐
女
子
中
学
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
先
頭
に
高
知
県

警
察
マ
ス
コ
ッ
ト
の「
ポ
リ
ン
く
ん
」と「
ポ
ー
リ
ー
ち
ゃ
ん
」の

着
ぐ
る
み
等
も
率
い
て
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
。
パ
レ
ー
ド

後
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
高
校
生
等
の
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
中
心
に
、
若
者
か
ら
若
者
へ
の
啓
発
資
材
の
配
布
等
啓
発

活
動
を
行
う
と
共
に
募
金
活
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

他
の
地
区
に
お
い
て
も
、
吹
奏
楽
部（
中
学
生
）に
よ
る
演
奏

を
交
え
な
が
ら
、
量
販
店
等
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
及
び
募
金

活
動
を
実
施
し
、
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
広
く
県
民
に
呼
び

か
け
た
。

　

今
後
も
地
域
の
夏
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
日
程
に
合
わ
せ
て
、

地
域
や
他
団
体
と
も
連
携
し
、
薬
物
乱
用
防
止
の
啓
発
を
行
う

予
定
。

高知県

福
岡
県

月
　
　
日
６
月
20
日
～
７
月
19
日

開
催
場
所

福
岡
県
内
一
円

久
留
米
市
、そ
の
他
保
健
福
祉（
環
境
）事
務
所（
筑

紫
、
糸
島
、
粕
屋
、
宗
像
・
遠
賀
、
嘉
穂
・
鞍
手
、

田
川
、
北
筑
後
、
南
筑
後
、
京
築
）

計
11
箇
所

活
動
主
体

県
、
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
７

−

Ａ
地
区
、
福
岡
県
麻

薬
協
会
、（
公
社
）福
岡
県
医
師
会
、（
公
社
）福
岡
県

歯
科
医
師
会
、（
公
社
）福
岡
県
薬
剤
師
会
、（
一
社
）

福
岡
県
医
薬
品
登
録
販
売
者
協
会
、
福
岡
県
医
薬

品
卸
業
協
会
、（
公
社
）福
岡
県
医
薬
品
配
置
協
会
、

（
公
社
）福
岡
県
製
薬
工
業
協
会
、
福
岡
県
医
療
機

器
協
会
、
福
岡
県
保
護
司
会
連
合
会
、
福
岡
県
更

生
保
護
女
性
連
盟
、
福
岡
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
、
日
本

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
福
岡
県
連
盟
、（
一
社
）ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
福
岡
県
連
盟

参
加
人
員
４
３
４
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

大
雨
で
中
止
に
な
っ
た
３
箇
所
を
除
き
、
実
施
し
た
県
下
延

べ
11
箇
所
に
お
い
て
、
各
協
力
団
体
・
関
係
機
関
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
加
を
得
て
、
の
ぼ
り
・
横
断
幕
を
掲
げ
、
啓
発
資
材
の

配
布
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
当
該
期
間
中
、
大
麻
乱
用
防
止
啓
発
動
画
の

Y
ouT

ube

や
県
庁
ロ
ビ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
広

告
、
県
庁
庁
舎
や
ア
ビ
ス
パ
福
岡
の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の

横
断
幕
掲
示
、LIN

E

やT
w

itter

広
告
、
ラ
ジ
オ
番
組
に
よ
る

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
の
告
知
を
行
い
、
県
民
に
広
く

周
知
し
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
期
間
中
、
各
市
町
村
、
関
係

団
体
等
に
対
し
て
は
、
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
国
連
支
援

募
金
箱
の
設
置
等
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

福岡県
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佐
賀
県

月
　
　
日
７
月
４
日
、
５
日
、
11
日
、
15
日

開
催
場
所
佐
賀
市
、
唐
津
市
、
鳥
栖
市
、
伊
万
里
市
、
武
雄

市
、
鹿
島
市　

計
６
箇
所

活
動
主
体

佐
賀
県
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
実
行
委

員
会
、
薬
剤
師
会
、
保
護
司
会
連
合
会
、
少
年
補

導
員
連
絡
協
議
会
、
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
、
高

等
学
校
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
警
察
署

等

参
加
人
員
４
５
９
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

商
業
施
設
や
駅
周
辺
等
に
お
い
て
、
高
校
生
や
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等
の
ヤ
ン
グ
、
及
び
関
係
機
関
、
協

力
団
体
の
参
加
を
得
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
標
語
入
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
資
材
を
配
布
し
、
一
声
運
動
に
よ
り

通
行
人
等
に
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
国
連
支
援

募
金
を
実
施
し
た

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

各
協
力
団
体
、
市
町
、
県
警
本
部
、
県
庁
各
機
関
等
に
お
い
て
、

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
に
よ
る
啓
発
や
募
金
箱
の
設
置
に
よ
り
国
連

支
援
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。

佐賀県

長
崎
県

月
　
　
日

6
月
24
日
、
25
日
、
7
月
1
日
、
2
日
、
3
日
、

6
日
、
8
日
、
16
日
、
24
日

開
催
場
所

長
崎
市
、
佐
世
保
市
、
松
浦
市
、
新
上
五
島
町
、

壱
岐
市
、
島
原
市
、
大
村
市
、
五
島
市
、
時
津
町
、

対
馬
市

合
計
７
市
２
町
10
か
所

活
動
主
体

長
崎
県
、長
崎
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会
、

長
崎
県
警
察
本
部
、
長
崎
県
薬
剤
師
会
、
長
崎
県

保
護
司
会
連
合
会
、
長
崎
県
防
犯
協
会
連
合
会
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
７
―
Ｃ
地

区
、
長
崎
県
医
薬
品
配
置
協
会
、
長
崎
税
関
、
各

市
町　

等

参
加
人
員
１
０
、０
２
５
名

活
動
状
況

①
６
・
26「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
関
係

機
関
・
民
間
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
県
下
10
か
所
に
お
い
て

実
施
し
た
。

　

人
が
多
く
集
ま
る
ア
ー
ケ
ー
ド
・
大
型
店
舗
等
を
会
場
と
し

て
、
薬
物
乱
用
は
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。｣

を
合
言
葉
に
、
通
行
人
、

買
物
客
等
に
対
し
、
啓
発
資
材（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト･

ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
）を
配
布
す
る
と
と
も
に
国
連
支
援
募
金
へ
の
協

力
を
行
い
、
薬
物
乱
用
防
止
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

各
団
体
の
協
力
を
得
て
関
係
施
設
に
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
及
び
国
連
支
援
募
金
箱
を
設
置
し
募
金
活
動
に
協
力
し
た
。

ま
た
、
県
庁
舎
に「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
横
断
幕
を
掲

示
し
、
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
の
団
体
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
併
せ
、
啓
発
資
材
の

配
布
な
ど
を
行
っ
た
。

●
青
少
年
へ
の
啓
発
活
動

　

６
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
県
高
校
総
体
開
会
式
会
場
に
お
い

て
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」の
横
断
幕
の
掲
示
を
行
い
来
場
者
に

対
す
る
啓
発
を
行
っ
た
。

　

全
国
高
校
野
球
選
手
権
長
崎
大
会（
甲
子
園
予
選
）に
お
い
て
、

長
崎
市
の
県
営
ビ
ッ
グ
Ｎ
ス
タ
ジ
ア
ム
及
び
佐
世
保
市
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
野
球
場
に
て｢

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。｣

普
及
横
断
幕
を
設

置
し
、
来
場
者
に
対
し
啓
発
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
駅
、
県
内
自
動
車
学
校
等
若
者
が
多
く
集
ま
る

場
所
で
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
チ
ラ
シ
等
の
配
布
を
行
っ
た
。

長崎県

熊
本
県

月
　
　
日
６
月
20
日
～
７
月
19
日

開
催
場
所
県
内
一
円

活
動
主
体

熊
本
県
、
熊
本
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
、
熊

本
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
連
合
協
議
会
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
７-

Ｅ
地
区
、「
ダ

メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
熊
本
県
実
行
委
員
会
、

各
市
町
村
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
、（
公
社
）熊
本

県
医
師
会
、（
一
社
）熊
本
県
歯
科
医
師
会
、（
公
社
）

熊
本
県
薬
剤
師
会
、（
一
社
）熊
本
県
医
薬
品
登
録

販
売
者
協
会
、（
一
社
）熊
本
県
医
薬
品
配
置
協
会
、

熊
本
県
製
薬
協
会
、
熊
本
県
医
薬
品
卸
業
協
会
、

熊
本
県
歯
科
用
品
商
組
合
、
日
本
薬
局
協
励
会
熊

本
県
支
部
、
阿
蘇
製
薬（
株
）、（
株
）再
春
館
製
薬

所
、
リ
バ
テ
ー
プ
製
薬（
株
）、
Ｋ
Ｍ
バ
イ
オ
ロ
ジ

ク
ス（
株
）、（
一
財
）化
学
及
血
清
療
法
研
究
所
、

熊
本
県
保
護
司
会
連
合
会
、
熊
本
県
防
犯
協
会
連

合
会
、
熊
本
県
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
、
熊
本
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
、
熊

本
県
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
、
熊
本
県
更
生
保

護
女
性
連
盟
等

参
加
人
員
４
５
９
人
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活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

熊
本
市
及
び
県
下
保
健
所
管
内
の
地
区
薬
物
乱
用
防
止
指
導

員
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
大
型
商
業
施
設
等
に
お
い
て
、
小
・

中
・
高
校
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
及
び
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等
の
ヤ

ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、
県
職
員
、
税

関
職
員
、
県
警
職
員
、
教
育
委
員
会
及
び
市
町
村
職
員
が
、
薬

物
乱
用
は「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」を
合
い
言
葉
に
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
啓
発
資
材
等
の
啓

発
資
材
を
配
布
す
る
と
と
も
に
国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
た
。

②
地
域
団
体
等
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
各
保
健
所
、
薬
局
・
医
薬
品
販
売
業
者
、
病
院
、
自
衛

隊
駐
屯
地
等
の
各
種
団
体
・
機
関
に
お
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
に
よ
る
啓
発
及
び
国
連
支
援
募
金
へ
の
協
力
依
頼
を
行
っ
た
。

熊本県

大
分
県

月
　
　
日
６
月
20
日
～
７
月
19
日

開
催
場
所
大
分
県
内

活
動
主
体

大
分
県
、
大
分
県
警
察
本
部
及
び
大
分
県「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
実
行
委
員
会
、
大
分
市
保

健
所
、日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
分
県
連
盟
、ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
大
分
県
連
盟
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
協
会
３
３
７

−
Ｂ
地
区
、
大
分
県
保
護
司
会

連
合
会
、
大
分
県
薬
剤
師
会
、
大
分
県
少
年
警
察

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
、
大
分
県
防
犯
協
会
、
大
分

県
公
民
館
連
合
会
、
大
分
県
医
薬
品
登
録
販
売
者

協
会
、
大
分
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

参
加
人
員
計
５
２
７
人

活
動
状
況

①
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
県
薬
務
室
、
各
保
健
所
等
が
県
内
８
地

域
で
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、
高
校
生
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
て
、

盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
は
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」た
す
き
を
着
用
し
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
、
絆
創
膏
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
啓
発
資
材
を
通
行
人
に

配
布
し
、
街
頭
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
国
連
支
援
募
金
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

特
に
、
大
分
・
由
布
地
区
で
は
、
大
分
県
警
察
本
部
と
共
催

で
実
施
し
、
若
者
に
対
す
る
啓
発
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
6
月

20
日（
火
）の
早
朝
と
7
月
1
日（
土
）の
午
前
の
２
回
啓
発
を

行
っ
た
。
会
場
と
な
っ
た
大
分
駅
前
広
場
で
は
、
横
断
幕
、
の

ぼ
り
、
薬
物
標
本
等
に
よ
る
啓
発
も
実
施
し
、
道
行
く
人
た
ち

に「
薬
物
乱
用
防
止
」を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

大
分
県「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
実
行
委
員
や
地
域
の

団
体
、
企
業
、
店
舗
等
の
協
力
を
得
て
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
と
同
募
金
箱
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
交
通
量

の
多
い
大
分
市
内
２
箇
所
、
別
府
市
内
１
箇
所
、
佐
伯
市
内
１

箇
所
の
歩
道
橋
に「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
横
断
幕
を
掲

示
し
、
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

③
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
の
放
映
等
に
つ
い
て

　

麻
薬
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
作
成
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画

を
普
及
運
動
実
施
期
間
中
に
県
庁
及
び
大
分
県
信
用
組
合
各
支

店
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
大
分
県
薬
務
室
Ｈ
Ｐ
に
て
放
映

し
た
。
ま
た
、
7
月
9
日（
日
）の
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
に
お
い
て
、
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
ド
ー
ム
大
分
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に

て
放
映
し
た
。

大分県
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宮
崎
県

月
　
　
日
６
月
24
日

開
催
場
所
宮
崎
市

活
動
主
体

宮
崎
県「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
実
行
委

員
会

宮
崎
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議
会

宮
崎
レ
オ
ク
ラ
ブ
、
宮
崎
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
レ
オ
ク

ラ
ブ
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
宮
崎
市
、
宮
崎
県
警
、

宮
崎
県

参
加
人
員
約
１
５
０
人

活
動
状
況

①
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
庁
前
に
て
出
発
式
を
行
い
、
高
校
生
３
名
が
厚
生
労
働
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。

　

続
い
て
、
参
加
者
全
員
が
啓
発
用
タ
ス
キ
を
着
用
し
、
横
断

幕
と
の
ぼ
り
旗
を
持
ち「
薬
物
乱
用
は
、
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」と

呼
び
か
け
な
が
ら
、
県
庁
前
か
ら
繁
華
街
デ
パ
ー
ト
前
ま
で
の

約
１
ｋｍ
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

　

そ
の
後
、
繁
華
街
デ
パ
ー
ト
前
を
中
心
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
啓
発
資
材
の
配
布
と
国
連
支
援
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

関
連
団
体
等
に
よ
る
国
連
支
援
募
金
活
動
の
実
施

宮崎県

鹿
児
島
県

月
　
　
日
６
月
24
日

開
催
場
所
鹿
児
島
市

活
動
主
体
県
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
鹿
児
島
地
区
協
議
会

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
鹿
児
島
県
実
行

委
員
会

参
加
人
員
約
１
３
０
人

活
動
状
況

①
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
過
去
３
年
間
は
規

模
を
縮
小
し
て
実
施
し
て
い
た
が
、
今
回
、
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が「
５
類
」に
移
行
し
た
こ
と
を
受
け
、
４
年
ぶ
り
に
通

常
規
模
で
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

当
日
は
、
小
・
中
・
高
・
大
学
生
を
中
心
に
関
係
機
関
・
団
体

の
協
力
を
得
て
、
繁
華
街
に
お
い
て
、
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
を
配
布
し
、
薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
国

連
支
援
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。

②
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

後
援
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
募
金
箱
の
設
置
や
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
各
種
集
会
・

研
修
会
等
に
お
い
て
啓
発
活
動
を
展
開
し
た
。

鹿児島県

沖
縄
県

月
　
　
日
６
月
24
日

６
月
26
日（
宮
古
地
区
の
み
）

開
催
場
所
那
覇
市
、
名
護
市
、
北
谷
町
、
糸
満
市
、
宮
古
島

市
、
石
垣
市　

計
６
箇
所

活
動
主
体

県
、
県「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
実
行
委

員
会
、
薬
物
乱
用
防
止
協
会
支
部
、
中
学
生
、
高

校
生
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、

そ
の
他
関
係
機
関
・
団
体

参
加
人
員
３
６
１
人

活
動
状
況

・
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
６
ヶ
所
に
お
い
て
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
薬
物

乱
用
防
止
指
導
員
等
を
中
心
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
啓
発
資
材
を

通
行
人
に
配
布
す
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
国
連
支
援
街
頭
募
金
を
実
施
し
た
。

　

期
間
中
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以
外
に
次
の
こ
と
を
実
施
し

た
。

①
地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

②
国
連
支
援
募
金

③�

市
町
村
へ
の
協
力
呼
び
か
け（
国
連
支
援
募
金
及
び
ポ
ス
タ
ー

等
の
掲
示
）

④
県
内
各
関
係
機
関
へ
の
普
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「第六次薬物乱用防止五カ年戦略（概要）」について
　令和5年8月8日、関係閣僚で構成される薬物乱用対策推進会議で「第六次薬物乱用防止五カ年戦略」が策定され
ました。平成30年8月に決定した「第五次薬物乱用防止五カ年戦略」から強化・新設した「第六次薬物乱用防止五カ
年戦略」の主な重要項目は以下のとおりです。

①大麻乱用期への総合的な対策の強化
・デジタルツール等を用いた効果的な啓発活動の強化
・大麻乱用者に特化した再乱用防止の取組の強化
・大麻事犯に対する取締りの徹底による大麻乱用期の早期沈静化
②再乱用防止対策における関係機関と連携した“息の長い支援”強化
・薬物依存症患者としての回復支援強化
・薬物依存症の治療等を含めた再乱用防止と社会復帰支援策の充実
③サイバー空間を利用した薬物密売の取締りの強化
・秘匿性の高いメッセージアプリや暗号資産を用い巧妙化する犯罪手口への対応強化
・「闇バイト」を利用した薬物犯罪への取締り強化
④国際的な人の往来増加への対応強化
・水際における薬物取締体制の拡充
・訪日外国人、海外渡航者への注意喚起の推進
⑤薬物乱用政策についての国際社会との連携・協力強化と積極的な発信
・仕出国、中継国となっている国・地域の捜査機関との国際的な連携強化
・予防政策を含む、世界的に誇る我が国の薬物政策の理解獲得の強化

【戦略策定上の重要項目】

（厚生労働省公表資料）

第六次薬物乱用防止五か年戦略（概要）
令令和和５５年年８８月月 薬薬物物乱乱用用対対策策推推進進会会議議決決定定

目標１ 青少年を中心とした広報・啓発を通じた国民全体の規範意識の向上による薬物乱用未然防止目標１ 青少年を中心とした広報・啓発を通じた国民全体の規範意識の向上による薬物乱用未然防止

目標２ 薬物乱用者に対する適切な治療と効果的な社会復帰支援による再乱用防止目標２ 薬物乱用者に対する適切な治療と効果的な社会復帰支援による再乱用防止

目標３ 国内外の薬物密売組織の壊滅､大麻をはじめとする薬物の乱用者に対する取締りの徹底及び多様化する乱用薬物等に対する迅速な対応による薬物の流通阻止目標３ 国内外の薬物密売組織の壊滅､大麻をはじめとする薬物の乱用者に対する取締りの徹底及び多様化する乱用薬物等に対する迅速な対応による薬物の流通阻止

＜大麻の有害性・危険性・国内外の規制状況について周知＞

目標４ 水際対策の徹底による薬物の密輸入阻止目標４ 水際対策の徹底による薬物の密輸入阻止

目標５ 国際社会の一員としての国際連携・協力を通じた薬物乱用防止目標５ 国際社会の一員としての国際連携・協力を通じた薬物乱用防止

○薬物乱用防止教室の充実強化
○研修等を通じた指導方法・指導者の資質向上

○未規制物質や大麻濃縮物等の新たな規制薬物への対応
○未規制物質等の迅速な指定の推進

戦略策定に向けた５つの視点
・大麻乱用期への総合的な対策の強化 ・再乱用防止対策における関係機関の連携した“息の長い支援”強化 ・サイバー空間を利用した薬物密売
の取締強化 ・国際的な人の往来増加への対応強化 ・薬物乱用政策についての国際社会との連携・協力強化と積極的な発信

＜国際的な人の往来増加への対応としての啓発強化＞ ＜デジタルツール等を効果的に活用した広報・啓発手法の強化＞
○青少年の目に触れやすい広報媒体の活用
○科学的知見に基づく情報の広報・啓発資材への反映による内容の充実

＜ 治療等を提供する医療機関等の充実・強化＞
○認知行動療法等の治療や回復プログラムの更なる充実
○治療が可能な医療従事者育成のための研修の充実

＜関係機関がより一層連携した「息の長い支援」の実施＞
○刑事司法関係機関等による社会復帰支援の推進
○大麻事犯の特性に対応した指導・支援の推進

○薬物依存症等に関する正しい知識・意識の理解の促進
○支援方針の研究及び支援による効果検証の推進

＜大麻事犯者の再犯防止等に向けた効果的な対応の検討＞

＜ 薬物密売組織の弱体化・壊滅の推進＞

○薬物専門の捜査・情報分析・鑑定等体制強化
○合同捜査・共同摘発の推進

○サイバー空間を利用した薬物密売事犯への対応強化
○大麻乱用期の早期沈静化に向けた徹底した取締り

＜巧妙化する犯罪手口への対応強化と徹底した取締り＞ ＜ 新たに出現する未規制物質に対する速やかな規制＞

＜ 密輸手口の分析と情報共有等を通じた水際取締り体制の強化＞
○関係機関や事件等を通じた情報収集の推進
○合同取締訓練実施による取締体制の連携・能力向上

○コントロールド・デリバリー捜査の積極的な活用
○関係機関による捜査手法の共有及び連携強化

＜大麻、大麻製品等の密輸事犯の対応強化＞ ＜国際的な人の往来増加への対応としての水際対策＞
○ウェブサイト等を活用した規制薬物情報の広報・啓発強化
○国際会議・在外機関等を通じた広報・啓発の実施

＜各国・地域間の違法薬物密輸・取引情報等の収集及び体制の強化＞
○薬物仕出国等に対する技術支援等を通じた連携強化
○薬物仕出国等への職員派遣を通じた国際的な連携強化

＜我が国の薬物乱用政策の積極的発信＞ ＜海外関係機関への技術支援等を通じた連携強化＞

５つの目標

※項目は主なものを記載

○海外渡航者に向けた、ウェブサイトを利用した周知の実施
○諸外国における最新の薬物規制状況等の啓発資材への反映

○薬物乱用対策に係る情報集約体制の強化
○国際機関等との情報共有体制の強化

○国際的な理解獲得のための積極的な発信
○国連麻薬委員会等への参加を通じた諸外国との連携



薬物事犯データ
■「令和4年における組織犯罪の情勢　第2章：薬物情勢」（2023年4月警察庁公表資料）

■検挙人員
　薬物事犯の検挙人員は、近年横ばいが続く中、12,142人と前年より減少した。このうち、覚醒剤事犯は6,124
人と前年より大幅に減少し、ピークであった平成9年の19,722人から長期的に減少傾向にある。大麻事犯は
平成26年以降増加が続いていたが、5,342人と過去最多であった前年を下回った。

●薬物事犯別検挙人員の推移
H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

　覚醒剤事犯 10,457 10,113 9,868 8,584 8,471 7,824 6,124
　大麻事犯 2,536 3,008 3,578 4,321 5,034 5,482 5,342
　麻薬及び向精神薬事犯 412 409 415 457 562 541 673
　あへん事犯 6 12 1 2 12 15 3
　検挙人員合計 13,411 13,542 13,862 13,364 14,079 13,862 12,142

●年齢別大麻事犯年齢別検挙人員の推移
H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

50歳以上 113 152 157 192 133 174 184
　構成比率（％） 4.5 5.1 4.4 4.4 2.6 3.2 3.4
40～49歳 326 347 370 502 459 507 462
　構成比率（％） 12.9 11.5 10.3 11.6 9.1 9.2 8.6
30～39歳 899 1,038 1,101 1,068 1,015 984 931
　構成比率（％） 35.4 34.5 30.8 24.7 20.2 17.9 17.4
20～29歳 988 1,174 1,521 1,950 2,540 2,823 2,853
　構成比率（％） 39.0 39.0 42.5 45.1 50.5 51.5 53.4
20歳未満 210 297 429 609 887 994 912
　構成比率（％） 8.3 9.9 12 14.1 17.6 18.1 17.1

うち中学生 2 2 7 6 8 8 11
うち高校生 32 53 74 109 159 186 150

（再掲）大学生 40 55 100 132 219 232 160
検挙人員合計 2,536 3,008 3,578 4,321 5,034 5,482 5,342

図　薬物事犯別検挙人員の推移
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●大麻事犯20歳未満の検挙人員推移
H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

　検挙人員 210 297 429 609 887 994 912

　年齢別内訳

19歳 102 129 185 294 430 463 441

18歳 64 84 128 164 238 288 225

17歳 32 49 68 97 136 158 148

16歳 9 28 26 42 65 64 71

15歳 2 6 18 11 15 17 22

14歳 1 1 4 1 3 4 5

●大麻栽培事犯の検挙状況推移
H30 R元 R2 R3 R4

検挙件数 175 172 257 244 217

検挙人員 152 164 232 230 225

暴力団構成員等 25 42 46 48 41

■営利目的事犯の増加・暴力団や外国人の関与
　営利目的の検挙者は外国人による事犯が増加した。相変わらず営利犯での覚醒剤検挙人員の4割以上が暴
力団構成員だった。

●薬物事犯別営利犯検挙人員の推移
H29 H30 R元 R2 R3 R4

覚醒剤事犯　　　 586 535 682 490 455 450

　　暴力団構成員等　　　 303 295 276 278 246 191

　　構成比率（％） 51.7 55.1 40.5 56.7 54.1 42.4

　　外国人 152 126 272 86 66 97

　　構成比率（％） 25.9 23.6 39.9 17.6 14.5 21.6

大麻事犯 193 212 305 342 426 436

　　暴力団構成員等 87 79 99 83 104 105

　　構成比率（％） 45.1 37.3 32.5 24.3 24.4 24.1

　　外国人 35 12 31 28 50 40

　　構成比率（％） 18.1 5.7 10.2 8.2 11.7 9.2

麻薬及び向精神薬事犯 24 27 54 68 93 142

あへん事犯 1 0

合計 803 774 1,041 900 975 1,028
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■押収量
　押収量については、覚醒剤289kg、乾燥大麻289.6kgといずれも前年より大きく減少した一方、大麻濃縮物
が74kgと大幅に増加した。

●薬物種類別押収量推移
H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

覚醒剤
（kg） 1,495.4 1,118.1 1,138.6 2,293.1 437.2 688.8 289.0

（錠） 138 5 261 64 5 2,952 1,533

乾燥大麻 （kg） 133.1 176.3 280.4 350.2 265.1 329.7 289.6

大麻樹脂 （kg） 0.9 20.7 2.9 12.8 3.4 2.1 5.6

大麻草
（本） 13,660 17,324 4,456 8,074 9,893 7,301 7,563

（kg） 42.3 67.5 23 33.2 37.9 17.8 11.2

大麻濃縮物 （kg） 22.2 74.0 

合成麻薬 （錠） 5,021 3,181 12,303 73,935 90,322 54,204 74,824

MDMA （錠） 5,019 3,109 12,274 73,874 90,218 54,192 74,717

コカイン （kg） 18.3 9.6 42 34.9 23.4 10 41.8

ヘロイン （kg） 0 70.3 0 0 14.8 0 0

あへん （kg） 0.7 0 0 0 0 4.3 0

●覚醒剤事犯の再犯者率推移
H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

検挙人員 10,457 10,113 9,868 8,584 8,471 7,824 6,124

再犯者数 6,804 6,647 6,521 5,687 5,880 5,272 4,188

再犯者率（％） 65.1 65.7 66.1 66.3 69.4 67.4 68.4

●大麻事犯初犯率推移
H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

検挙人員 2,536 3,008 3,578 4,321 5,034 5,482 5,342

初犯者数 1,962 2,294 2,741 3,355 3,974 4,282 4,054

初犯者率（％） 77.4 76.3 76.6 77.6 78.9 78.1 75.9

☆対策
　大麻事犯について、若年層による乱用防止を目的として、ネット上での違法情報・有害情報の排除や広報
啓発活動を推進する。
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【第66回国連麻薬委員会　サイド・イベントの報告】
＜令和5年3月14日＞

令和5年3月14日、ウィーン国際センター カンファレンスルームM3
 “Dame. Zettai.” 〔Never.Ever,〕 “Value yourself.” A high-level side event 

to commemorate the 30th anniversary of the DAPC Grants 
（「ダメ。ゼッタイ。」～愛する自分を大切に～ 国連支援募金30周年を記念するハイレベルサイド・イベント） 

A high-level side event to commemorate 
the 30th anniversary of  the DAPC Grants

　1993年より公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センター（DAPC）が中心となり、日本国内で『「ダ
メ。ゼッタイ。」国連支援募金』として官民一体で行われてきた募金活動。
　集まった募金は国際連合薬物・犯罪事務所（UNODC）を通じて、これまでに開発途上国延べ649カ国、
780の薬物乱用防止プロジェクトに役立てられてきました。
　この30年間の軌跡を振り返り、次世代を担う若者に向けて、薬物乱用防止活動の重要性とその活動は、
乱用の防止だけでなく乱用に陥った者の早期発見、治療、教育、アフターケア、更生及び社会復帰までの
措置が一体であることを伝え、さらに麻薬委員会に出席する各国代表者や民間団体に日本の取り組みを紹
介しながら、薬物乱用防止活動が不可欠であることを再確認し、共に手を携えて世界から薬物乱用をなく
すために、さらなる手立て（方法と手段）を探ることを目的として、国連麻薬委員会第66回会期中に30周
年記念サイド・イベントを開催しました。
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岸田総理大臣：ビデオメッセージ
　「薬物乱用を未然に防止する活動や、不幸にして乱用に陥った方々に対し、社会復帰に向けた効果的な支
援を講じていく活動は世代を超えて継続していく必要がある。若い世代の英知や自由な発想を結集して、画
期的なアイディアが生み出されることを期待する。日本政府は薬物乱用防止の分野においても、国際社会と
密接に連携していく。」

引原特命全権大使
　「薬物乱用防止を含む世界の薬物問題に取り組むために、皆が市民社会やマルチステークホルダーに関
与することが重要であり、このサイドイベントでの交流が、問題により効果的に取り組むために、多くの
ことを学べると信ずる。」

UNODCワーリー事務局長
　「UNODCは、若者による薬物乱用防止という私たちの共通の大義に対するDAPCの深い献身的な活動に
感謝している。DAPCの寛大な貢献により、ここ10年だけでもDAPCの助成金は世界のあらゆる地域にお
いて、55の低・中所得国での139のプロジェクトを支援し、おおよそ166,000人が直接的に、間接的には400
万人がその恩恵を受けた。DAPCの長年に渡る支援に感謝するとともにUNODCはDAPCとのパートナー
シップをさらに何年も継続することを望んでいる。」

プログラム１：総理メッセージ・UNODCワーリー事務局長メッセージ

プログラム2：ドキュメンタリー・クリップ

プログラム3：DAPC 藤野理事長より提言

　国連支援募金の30年を振り返り、公益財団法人麻薬
・覚せい剤乱用防止センターの成り立ちから、街頭で
の薬物乱用防止啓発活動・国連支援募金活動、日本か
ら支援を受けた開発途上国の薬物乱用防止に立ち向か
う姿などが含まれた動画。

藤野理事長
　「国際社会は薬物乱用の予防が最も重要であるとし、
予防に向けて条約の一部を改正した歴史的事実、さら
に改正事項には予防に加え、不幸にして乱用に陥った
者がいれば、早期発見から、社会復帰までの措置が一
体であることを規定している。薬物はまさにポケット
の中の大量破壊兵器となりうるから、それぞれの国が
違った課題、問題があったとしても、なくなることの
ない犯罪を防止するために努力を続けるのと同様に、
薬物乱用防止の具体的な取り組みを継続しなければな
らない。」
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　日本からの国連支援募金により、薬物乱用防止活動が行われている多くの国の中から４か国の団体、ラ
オスのフレンズ・インターナショナル、モンテネグロのCAZAS、ペルーのCEDRO、トルコのトルコ・グ
リーン・クレセント・ソサエティから、それぞれ代表の若者4名が活動報告を行う。

　藤野理事長から、「このサイド・イベントを機に、私たちは、予防や早期発見、社会復帰に関する実践
的で革新的なアイデアを議論するための非公式なフォーラムを設立し、互いに協力できるようにするとい
うことを提案したい。」との閉会の挨拶があり、当サイド・イベントは盛況のうちに終了した。

　日本からは、県・ライオンズクラブ・大学の3者が連携し、大学生が小学生に対して薬物乱用防止教室
の講師となって活動している状況について発表した。
　広島修道大学2年松長明音さん、比治山大学３年西沖魁晟さん、明治大学４年横路萌さんがそれぞれ、
「広島は、戦争中に原爆で破壊された都市であるが戦後、市民が力を合わせ廃墟から見事復興したこと、
それは社会の再出発に向かい薬物依存から回復への道筋と似ていること、薬物乱用は決して個人の問題だ
けでなく社会全体の問題であること。」
「その広島では、地元の人々が、地元の学校に通い、地元の子供たちと薬物について話し合っていること。
さらに大学生が薬物乱用防止の指導者として、年の近い子供たちに話をすることで、子供たちが親近感を感
じ、より深く興味を持って話を聞いてくれること。薬物に関する知識を持っていたことで、薬物乱用を回避
できた体験談」等を発表し、
　最後に3名で「未来に対して責任のある若者たちが、輝かしい未来を形成するために薬物乱用をなくす
という共通の目標に向かって、共に手を取り合いながら歩むことが必要である」と呼びかけた。

国際麻薬統制委員会（INCB）パバディア委員長
　「DAPCの薬物乱用予防支援活動30周年に改めて祝意を表すと共に、次
世代に向けた薬物需要削減への支援をよろしくお願いしたい。条約は各国
が薬物乱用防止、早期発見、治療、教育、アフターケア、更生、社会復帰
のために特別な措置をとるように求めている。薬物取締の国際間の協力体
制としての地域会議は存在し、具体的な結果につながっているが、予防、
治療などについては議論する場がない。今こそ、皆で話し合う国際的な場
を設けるべきである。」

厚生労働省医薬・生活衛生局　監視指導・麻薬対策課　佐藤課長
　「薬物乱用は極めて深刻な社会問題となっている。薬物に手を出させな
いことが極めて重要であり、皆の理解と協力が欠かせない。そのためには
特に若者が薬物乱用の有害性を理解するための教育、支援活動が非常に効
果的である。」

プログラム4：ユース・パネル

プログラム5：未来へ向けたメッセージ

最後に
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○岸田総理 表敬訪問（令和5年3月7日）

　藤野理事長、日本ライオンズ 村木理事長及び国連支援募金30周年記念サイド・イベントで日本の薬物乱用防止活動の紹介と
メッセージを呼びかける広島の大学生3名、彼らをサポートする広島フェニックスライオンズクラブのメンバーが岸田内閣総
理大臣を表敬訪問し、総理から励ましのお言葉をいただきました。

○「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金の贈呈式（令和5年3月15日）

　ウイーンのUNODC（国連薬物犯罪事務所）にて、藤野理事長とワーリー事務局長との
間で約定書が取り交わされた後、募金の贈呈式が行われました。
　本寄付金は開発途上国NGOを通じて、青少年の薬物乱用防止教育や指導者養成プロ
ジェクト等に活用されます。これまでに7億3千5百万円、のべ649か国、780の薬物乱
用防止プロジェクト実施のために役立てられています。

○調査・研究活動報告
■�『大麻をはじめとする薬物の効果的な予防啓発活動の実施及び効果検証に向けた調査研究』令和5

年度　第1回研究班会議が開催されました。（令和5年8月7日）

　本研究は、先行研究「若年者を対象としたより効果的な薬物乱用予防啓発活動の実施等に関する研究」の成果を踏まえ、新た
に「大麻をはじめとする薬物の効果的な予防啓発活動の実施及び効果検証に向けた調査研究」として、当財団の鈴木勉理事が研
究代表者となり令和7年度までの3年計画として実施する予定としています。
　第1回研究班会議は、研究代表者の鈴木勉理事及び財団藤野理事長の挨拶に続き、厚生労働省監視指導・麻薬対策課竹内補
佐より初年度となる本研究事業について確認の後、各分担研究者から今年度に実施する研究計画のプレゼンテーションが行わ
れ、最後に鈴木勉理事より研究班全体の方向性の確認が行われました。
　今後は、各研究分担者が研究を進め、研究結果のプレゼンテーションを行う第2回班会議を来年1月を目処に開催する予定と
しています。
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2023年2月10日から2023年8月4日までに、当センターにご寄付
いただいた団体及びご入会いただいた賛助会員は次のとおりです。
ご協力ありがとうございました。

［ご寄付団体・個人］

［法人賛助会員］

［個人賛助会員］

東京八王子陵東ライオンズクラブ　様
（一社）北海道医薬品配置協会　様
日 本 臓 器 製 薬 株 式 会 社　様

株 式 会 社 豊 島 印 刷　様
UUUM 株 式 会 社　様

竹井　早苗　様（新規）	 山地　義夫　様（継続）	 池田　冬美　様（継続）	 神澤　正三　様（継続）
小池　和子　様（継続）	 小山　功男　様（継続）	 児玉　金之助様（継続）	 根津　万寿夫様（継続）
原　　恒道　様（継続）	 星野　新一　様（継続）	 村島　吉豊　様（継続）	 古瀬　智之　様（継続）
稲荷　恭三　様（継続）	 石井　征二　様（継続）	 今井　啓祐　様（継続）	 神垣　　鎮　様（継続）
小清水　征次様（継続）	 舘　　親光　様（継続）	 中嶋　敏次　様（継続）	 永谷　健司　様（継続）
福田　将己　様（継続）	 山本　　章　様（継続）	 石原　俊也　様（継続）	 千葉　信雄　様（継続）
村松　滝夫　様（継続）	 大澤　誠司　様（継続）	 山本　　稔　様（継続）	 中村　楯夫　様（継続）
丸井　一弘　様（継続）	 森　　和弘　様（継続）	 松石　高之　様（継続）	 古木　光義　様（継続）
野々　晴久　様（継続）	 永浜　静江　様（継続）	 谷川　　亘　様（継続）	 和田　義広　様（継続）
服部　利明　様（継続）	 鈴木　　孝　様（継続）	 矢口　博行　様（継続）	 津村　信彦　様（継続）
寺田　義和　様（継続）	 篠　　順三　様（継続）	 大屋　　博　様（継続）	 岡田　譲治　様（継続）
村田　昭夫　様（継続）	 山田　順子　様（継続）	 徳山　尚吾　様（継続）	 鈴木　正二　様（継続）
齊藤　　勲　様（継続）	 仲　眞美子　様（継続）	 村岸　治幸　様（継続）	 佐藤　精一郎様（継続）
山田　松三郎様（継続）	 渡貫　直正　様（継続）	 荻野　真由美様（継続）	 北川　けい子様（継続）
吉川　研司　様（継続）

（一財）東 京 都 警 察 懇 話 会　様
協 和 キ リ ン 株 式 会 社　様

丸 石 製 薬 株 式 会 社　様
株 式 会 社 エ ス エ ス 製 薬　様

公益財団法人
麻薬・覚せい剤乱用防止センター
〒107-0052　東京都港区赤坂 2-4-1（白亜ビル9Ｆ）
TEL.03（5544）8436 ～ 7　FAX.03（5544）8473
ホームページアドレス　https://www.dapc.or.jp

●ＴＢＳ 山王下交差点
赤坂見附

●日枝神社

●山王パークタワー

●首相官邸

六本木

溜池交差点
　新橋　

溜池山王

外
堀
通
り

六本木通り

白亜ビル
（センター）

ツカモト　ミチコ　様　　神野　正啓　様　　小林　きよみ　様
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この冊子は、競輪の補助により作成しました。
https://hojo.keirin-autorace.or.jp

広報誌「NEWS LETTER」2023年第109号をご覧いただきありがとうございました。
当財団では、薬物問題に取り組むすべての方々のお役にたてるよう、予防啓発のための各種教材の
ご提供や関連書籍の紹介、オリジナル企画や特殊、専門機関からのデータや統計資料、行政からの
お知らせ、海外情報などを網羅し、整理・分類の上ご紹介などを行っております。
また、薬物問題になかなか手が回らない開発途上国においても、私たちが支援をすることでその国
の未来を担う子供たちを薬物乱用の危険から守り、薬物乱用を許さない安全で安心できる社会の実
現を目指すことができます。このため、当財団では国連を通じた支援事業として、「国連支援募金」
活動を行っております。皆さま方のご協力をお願いします。

国連支援募金

オンラインの他にもゆうちょ
銀行の「手数料免除口座」を
ご利用ください。
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